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特集／まちづくり懇談会

零す懇匡氣楽犀話せ蚤場所

　まちづくり懇

談会は、気楽に

課題を市にぷつ
　　　　　　　　村山長一さん
けてゆくスタイ
　　　　　　　　　（水口・農業）
ルはいいですね。

ぜひこれからも継続してやってもら

いたいと思います。陳情型になりが

ちだと思いますが、提案型へ変わっ

たことについては、もう少し一般の

人がわかるP　Rが必要ですね。

参加を望みまもっと

　　　　　　　　　今回、初めて

　　　　　　　　参加してみまし

　　・M　
『　』・；”　　　『蝋～　居，1

礎　驚贈繕1掲　　　ことを発言する

　　　　　　　　のはなかなか大

金沢タヅさん．変なことだと感
（水沢3．主婦）　　じました。質問

　　　　　　　　に対しては、’市

の担当者にわかりやすく答えてもら

いました。やっぱり直接聞いてみな

けれぱわからないこともあるので、

もっと大勢の人から参加してもらい

たかったと，思いました。

　　　　　　　　　　　ε　　　　　　　　　　上　　　　　　　　い　　　　　　　吸　　　　　　の　　　　　憩　　た発優禰

からもこのこと　　　　　…。δ』

は継承・発展さ
　　　　　　　　関口敏夫さん
せて行かなけれ
　　　　　　　　（本町6－2・貸衣装業）
ばなりませんが、

今後は一つの地域だけではなく、

他り地域との交流を考えて行く必要

があると思います。また、市民の優れ

た発想を吸い上げることがまちづくり

懇談会の原点ではないでしょうか。
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一、

サ

らふれる質疑が行われました

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
市
民
と
市
と
の
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
開

催
し
て
き
ま
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
も
、
今
年
で
十
二
回
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
陳
情
型
か
ら
自
ら
考
え
実
践
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
提
案
型
へ
と
型
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
、
今
ま
で
の
懇
談
会

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
先
に
行
わ
れ
た
懇
談
会
の
結
果
を
四
・
五
桝
菖
で
紹
介
し
ま
す
。

陳
精
型
鞭
墜
提
，
案
型
へ
、
移
行
淵

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
行
政
へ
の
参
加
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
　
「
自
分
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
自
ら

の
考
え
を
実
践
す
る
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
行
政
は
い
ろ
ん
な
形
で
の
市
民

参
加
の
機
会
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
に
は

い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す

が
当
市
の
場
合
、
昭
和
五
十
四
年
度

に
地
域
住
民
の
要
望
を
受
け
入
れ
る

陳
情
型
の
「
広
聴
会
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
六
十

年
度
か
ら
は
、
提
案
型
と
し
て
「
市

民
と
市
と
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

に
移
行
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
提
案
型
は
、
市
民
と
行
政
の

役
割
分
担
を
機
能
し
て
い
く
こ
と
を

前
提
に
お
い
て
始
め
た
も
の
で
、
陳

情
型
か
ら
一
歩
進
ん
だ
形
式
を
目
指



特集／まちづくり懇談会

．

灘
麟

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
提
案
型
と
い
っ
て
も
、

実
施
に
つ
い
て
は
行
政
依
存
型
の
内

容
が
比
較
的
多
く
、
当
初
の
目
的
で

あ
っ
た
市
民
と
市
と
の
共
同
の
ま
ち

づ
く
り
が
、
と
も
す
る
と
一
方
通
行

に
な
り
が
ち
で
、
継
続
性
の
な
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
　
「
広
聴
会
」
や
「
懇
談

満員の会場から

会
」
を
積
み
重
ね
で
き
た
実
績
か
ら
、

最
近
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
も
高

ま
り
、
自
ら
考
え
自
ら
行
う
提
案
型

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
例
が
公
園
整
備
等
の
ハ
ー
ド

事
業
、
そ
し
て
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て

は
．
「
大
好
き
十
日
町
会
」
の
発
足
で

で
す
。
市
民
と
行
政
が
共
に
汗
を
か

き
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
十
二
年
間
の
開
催
の
中
で
、
数
多

く
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
要
望
、
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
市
で
は
、
そ
の
内
容
を
緊
急

度
や
財
政
見
通
し
な
ど
を
考
え
な
が

ら
、
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
地
域
や
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
事
業

が
完
了
し
た
も
の
、
現
在
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
る
も
の
な
ど
、
主
な

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
施
設
整
備
の
成
果

①
地
域
集
会
所
の
建
設
（
三
十
五

　
ヵ
所
）

②
地
域
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
整
備

　
　
（
五
＋
ヵ
所
）

③
塩
之
又
森
林
公
園
の
整
備
（
昭

　
和
五
十
六
年
）

④
下
条
中
央
公
園
の
整
備
（
昭
和

　
六
十
年
）

⑤
あ
じ
さ
い
公
園
の
整
備
（
昭
和

　
六
十
年
）

　
⑥
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好

　
　
園
」
　
（
昭
和
六
十
三
年
）

　
こ
の
他
、
道
路
、
圃
場
、
上
下
水

道
、
克
雪
な
ど
基
盤
整
備
や
教
育
、

福
祉
等
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
の
産
業
活
性
化
対
策
と

し
て
、
企
業
誘
致
も
強
く
提
案
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
二
十
八
企
業
、
千
六
百

二
十
四
人
の
雇
用
者
数
の
成
果
を
み

て
い
ま
す
。

二
、
現
在
、
施
設
整
備
中
あ
る
い
は

　
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
事
業

①
妻
有
大
橋

　
②
十
日
町
市
総
合
公
園

　
③
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
④
高
山
保
育
所
・
高
山
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設

　
⑤
考
古
展
示
整
備
（
博
物
館
）

　
⑥
図
書
館
建
設
検
討
委
員
会
の
設

　
　
置

　
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
提
案
に
つ

い
て
は
現
在
、
十
日
町
市
長
期
発
展

計
画
と
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市

民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

市
民
の
負
担
と
参
加
、
行
政
の
助
成

と
指
導
の
機
能
を
生
か
し
た
新
し
い

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
行
政
と
市
民
が
地
域

の
課
題
や
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
、

共
通
の
目
的
を
持
っ
て
参
加
す
る
姿

勢
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

の
方
向
と
し
て
は
、
今
年
度
新
た
に

創
出
し
ま
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
特
別
補

助
事
業
」
に
応
募
さ
れ
た
各
地
区
振

興
会
や
団
体
・
サ
ー
ク
ル
等
対
象
に
提

案
事
項
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
の
場

を
設
定
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
行
政
が
設

定
し
、
地
区
単
位
に
こ
だ
わ
ら
ず
関

係
団
体
・
サ
ー
ク
ル
あ
る
い
は
興
味
の

あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
形
式
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
一
つ
の
目
的
に
沿

っ
て
、
よ
り
建
設
的
な
懇
談
会
が
で

き
る
よ
う
な
場
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

■■岡闘■醒7　　　　　　　　　’；、§琳まi悪髭、％、塊　　　　　　　　・　　季　・）・、＾轟響繊琳鎌露型－駅∫

まちづくりへの熱意が示されました

　　　華哉

『市民と市との

まちづくり懇談会』

10会場・915人参加

　
今
年
の
内
容
は
、
最
初
に
市
か
ら

二
つ
の
提
案
を
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、

今
年
度
新
た
に
創
出
し
ま
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業
」
の
説
明

で
す
。
も
う
一
つ
は
当
間
高
原
地
区

の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
を
ビ
デ
オ
で

紹
介
し
、
各
地
域
振
興
計
画
の
提
案

の
一
例
を
示
し
ま
し
た
。
次
に
、
各

地
域
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
四
・
五
外
，
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
提

案
内
容
に
つ
い
て
し
か
掲
載
で
き
ま

せ
ん
が
、
懇
談
会
の
全
体
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別
途
各
地
区
振
興
会

等
に
「
報
告
書
」
と
し
て
配
布
し
ま

す
。

一「
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町

［
提
案
事
項
］

一
、
核
店
舗
建
設
計
画
の
中
に
文
化
・

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
な
機
能
を
組
み

　
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
。
、
．

　
　
地
域
と
し
て
も
、
隔
ま
ち
づ
く

、
り
委
員
会
」
、
等
の
組
織
を
結
成
し

　
集
会
所
建
設
等
に
つ
い
て
研
究
し

　
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

二
、
十
日
町
市
総
合
公
閑
へ
の
市
街

　
地
か
ら
の
進
入
道
路
並
び
に
公
園

内
の
遊
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
。
、

［
市
の
考
え
方
］

中
核
店
舗
の
規
模
は
二
階
建
て
で
延

　
べ
面
積
が
約
一
万
七
千
㎡
の
計
画

　
で
す
。
　
（
内
店
舗
面
積
約
一
万
一

千
五
百
㎡
）
現
段
階
で
は
店
舗
以

外
の
利
用
計
画
は
な
い
が
、
今
後

　
の
検
討
課
題
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
糞

　
　
　
　
　
　
　
鰍
欝

ド
キ
ダ・

蟷

中
進
入
道
路
に
つ
い
て
は
、
樹
木
等

相
当
の
伐
採
が
必
要
で
あ
り
、
地

元
と
十
分
協
議
の
う
え
対
応
し
、

遊
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
将

来
、
晒
川
ダ
ム
～
菅
沼
～
愛
宕
山

～
あ
じ
さ
い
公
園
～
十
日
町
市
緑

道
～
信
濃
川
運
動
公
園
等
を
連
結

す
る
遊
歩
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

％
＋
日
町
中
部

［
提
案
事
項
］

．
霰
駅
周
辺
の
欄
発
ま
い
病
恋
が
偽
つ

　
現
段
階
で
は
駅
西
側
だ
耀
が
対
象

、
と
な
、
っ
て
．
い
る
が
東
側
の
開
発
は
・

◇
ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
コ
球
す
か
。
』

二
、
公
共
施
設
、
（
例
え
ぜ
駅
遇
ザ
み

・
市
営
駐
車
場
あ
る
い
は
北
越
北
線
．

・
あ
高
架
下
）
の
中
に
集
会
所
機
能
等
・

‘
を
組
み
入
れ
ゐ
こ
老
が
で
き
ま
せ
，

　
ん
か
ー

［
市
の
考
え
方
］

中
駅
東
側
地
区
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

　
用
途
地
域
指
定
の
見
直
し
を
実
施

　
し
た
う
え
で
整
備
し
ま
す
。

南
北
越
北
線
の
高
架
下
の
利
用
方
法

　
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
を
明
確

　
に
し
た
う
え
で
第
三
セ
ク
タ
ー
北

越
急
行
㈱
に
依
頼
し
運
輸
省
に
認

可
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
集
会
所
や
祭
り
の
道
具
置
き
場

　
等
に
つ
い
て
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

街
等
の
中
に
包
含
す
る
計
画
に
な

　
れ
ば
対
応
も
可
能
で
す
。

帰
　
．

％
下
条

東
下
組

［
提
案
事
項
］

｝
、
序
壱
窒
か
ち
夷
誘
、
、

◇
安
心
毒
冥
通
年
利
用
み
で
黛
み
多

』
『
目
的
施
設
建
設
計
画
に
つ
い
七
。

二
凸
冬
期
間
で
も
安
心
し
で
通
勤
・

ド
通
学
が
で
音
る
生
活
道
路
の
改
良

、
整
備
促
進
に
つ
い
て
。

［
市
の
考
え
方
］

中
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
の
中
で

　
平
成
五
年
度
以
降
に
建
設
を
予
定

　
し
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
保
育

　
所
・
集
会
所
・
プ
ー
ル
の
三
点
セ

　
ッ
ト
の
多
目
的
施
設
を
想
定
し
て

　
い
ま
す
が
、
今
後
地
元
と
協
議
し

　
な
が
ら
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
冬
期
間
の
孤
立
集
落
解
消
に
努
め

　
る
こ
と
が
基
本
的
な
課
題
で
あ
り
、

生
活
道
路
の
改
良
整
備
に
つ
い
て

　
は
、
危
険
箇
所
を
中
心
に
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

乃
中
条
　
大
井
田

　
　
新
座
　
　
飛
渡

［
提
案
事
項
］

、
一
、
火
焔
型
土
器
㍉
尾
台
梅
堂
氏
、
大

　
井
田
氏
等
の
調
査
研
究
実
施
並
ザ

　
に
大
井
田
サ
ミ
ヅ
ト
の
開
催
。

二
、
神
宮
寺
を
中
心
と
む
た
権
現
堂

　
な
ど
周
辺
開
発
に
つ
い
て
。
『
■

三
、
新
座
城
山
公
園
整
備
に
つ
い
て
。

四
、
山
間
地
農
業
と
生
活
雑
排
水
処

　
・
理
な
ど
山
村
集
落
の
あ
り
方
に
つ

　
い
て
。
・

［
市
の
考
え
方
］

中
火
焔
型
土
器
に
つ
い
て
は
、
国
宝

　
級
の
折
り
紙
が
付
け
ら
れ
、
今
後
、

　
県
．
国
の
文
化
財
指
定
を
受
け
る

　
努
力
を
し
ま
す
。
尾
台
格
堂
氏
、

　
大
井
田
氏
等
の
調
査
研
究
に
つ
い

　
て
は
専
門
家
等
と
連
携
を
図
り
な

　
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

南
神
宮
寺
周
辺
開
発
に
つ
い
て
は
、

　
自
然
保
護
を
基
本
に
条
件
整
備
を

．
地
元
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
進
め

　
て
い
き
ま
す
。

中
新
座
城
山
公
園
の
測
量
・
調
査
は

　
昨
年
度
終
了
し
て
お
り
、
今
後
地

　
権
者
の
了
解
を
得
、
調
査
の
整
理

　
を
再
検
討
し
な
が
ら
市
の
文
化
財

　
指
定
の
候
補
に
し
た
い
。
周
辺
整

　
備
に
つ
い
て
は
地
元
と
十
分
協
議

　
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

南
県
も
山
間
地
農
業
の
あ
り
方
に
つ

　
い
て
は
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組

　
ん
で
お
り
、
　
「
中
山
間
地
域
活
性

　
化
対
策
事
業
（
農
業
集
落
環
境
整

　
備
事
業
）
」
の
補
助
事
業
で
集
落
排

、
水
事
業
や
道
路
改
良
を
実
施
す
べ

　
く
検
討
し
ま
す
。

％
［
提
案
事
項
］

一
、
六
箇
地
区
内
の
道
路
整
備
促
進

　
に
つ
い
て
。

二
、
塩
之
又
森
林
公
園
内
に
幼
児
用

　
施
設
を
併
設
で
き
な
い
か
。

［
市
の
考
え
方
］

中
県
道
十
日
町
・
塩
沢
線
が
六
箇
地

　
区
の
生
命
線
で
あ
り
、
こ
れ
に
連

　
結
す
る
県
道
新
宮
ニ
ツ
屋
線
、
市

　
道
塩
ノ
又
鍬
柄
沢
線
が
地
域
住
民

　
に
と
っ
て
重
要
な
路
線
と
位
置
付

　
け
て
い
ま
す
。
市
道
塩
ノ
又
鍬
柄
沢

　
線
に
つ
い
て
は
全
線
測
量
が
終
了

　
し
て
い
ま
す
が
、
地
滑
り
地
帯
で

も
あ
り
、
今
後
、
改
良
方
法
に
つ

　
い
て
検
討
し
ま
す
。

南
塩
之
又
森
林
公
園
に
つ
い
て
は
、

　
「
新
林
業
構
造
改
善
事
業
」
な
ど

　
の
補
助
事
業
を
導
入
し
、
約
二
億

　
七
千
六
百
万
円
投
資
し
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
度
で
補
助
事
業
が
終
了

　
す
る
の
で
、
地
元
か
ら
は
既
設
の

維
持
管
理
体
制
等
踏
ま
え
な
が
ら

再
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

％
十
日
町
東
部
」
美
佐
島

［
提
案
事
項
］

一
、
、
多
目
的
な
文
化
会
館
を
タ
ロ
ス

　
ー
0
の
隣
に
建
設
す
る
こ
と
が
、
利

　
用
度
の
面
か
ら
も
有
効
で
は
な
い

　
で
し
ょ
う
か
。

二
、
■
主
要
地
方
道
十
旧
町
・
六
日
町

線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ヒ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
．
擁
，
．
纒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
　
ン
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
擁
僻
麟
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［
市
の
考
え
方
］

南
文
化
施
設
の
市
民
要
望
と
し
て
図

　
書
館
、
文
化
会
館
、
美
術
館
が
多

　
く
、
市
の
長
期
発
展
計
画
の
中
で

　
は
図
書
館
を
優
先
に
考
え
て
い
ま

　
す
。
文
化
会
館
は
十
日
町
ら
し
い

　
複
合
施
設
に
と
の
提
案
で
す
が
、

　
図
書
館
の
建
設
場
所
等
も
併
せ
て

　
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

南
妻
有
大
橋
の
完
成
（
平
成
三
年
度
）

　
に
伴
い
、
主
要
地
方
道
十
日
町
．

　
六
日
町
線
の
交
通
量
は
増
加
す
る

　
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
特
一
改

　
良
で
バ
イ
パ
ス
を
建
設
中
で
あ
り
、

　
早
期
完
成
を
県
に
要
請
し
ま
す
。

　
　
川
治
・
高
山

％　
　
山
本
　
・
　
八
箇

［
提
案
事
項
］
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
す
い
　
　
し
　
し
　
ペ
ヘ
バ
　

．
筏
繋
信
濃
川
め
流
水
を
湛
水
す
渇
な

『
，
、
．
ど
水
辺
公
園
老
民
間
の
協
ガ
を
得

『
ズ
整
備
で
き
ま
せ
ん
か
。
き

蒙
．
、
譲
携
痛
村
懸
」
．
券

灘
ぢ
め
て
灘
世
界
伝
統
工
芸
会
館
」

灘
蓬
磐
、
リ
羅
塘
等
馨

響
客
を
図
り
た
い
。
．

三
窒
あ
じ
姿
い
公
圓
砂
拡
流
鏡
ゆ
華
、

．
て
。
』
◇
一

四
、
国
道
乞
5
3
号
の
改
良
に
つ
辱

　
て
、
（
山
本
交
差
点
・
第
二
八
箇
｝

■
ン
ネ
ル
の
早
期
着
工
）
、

［
市
の
考
え
方
］

南
現
在
、
信
濃
川
運
動
公
園
内
に
低

｛
筑

∠
仁
複

水
路
護
岸
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
信
濃
川
右
岸
側
の
水

辺
公
園
構
想
も
あ
り
、
十
日
町
市

緑
道
・
総
合
公
園
等
と
連
結
さ
せ

　
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
世
界
伝
統
工
芸
会
館
建
設
に
し
て

も
莫
大
な
投
資
が
必
要
で
、
民
間

　
を
含
め
、
行
政
と
地
域
住
民
が
｝

　
体
と
な
り
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

　
前
提
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま

ず
地
元
で
熟
度
の
高
い
計
画
づ
く

　
り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

南
あ
じ
さ
い
公
園
に
つ
い
て
は
晒
川

　
ダ
ム
建
設
等
周
辺
施
設
と
関
連
性

　
を
持
た
せ
な
が
ら
整
備
を
進
め
て

　
い
き
ま
す
。

南
山
本
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
は
、

　
現
在
、
県
で
検
討
中
で
あ
り
、
ま

　
も
な
く
結
論
が
出
さ
れ
る
予
定
で

　
す
。
第
二
八
箇
ト
ン
ネ
ル
工
事
は

　
概
算
で
も
百
億
円
以
上
の
投
資
が

　
心
要
で
あ
り
、
当
面
対
策
（
局
部
改

　
良
）
と
将
来
対
策
（
ト
ン
ネ
ル
開

　
削
）
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

　
で
す
。
％
　
水

沢

［
提
案
事
項
］

｝
．
、
”
ゾ
ー
ト
開
発
の
見
通
し
と
道

、
路
整
備
に
つ
い
て
。

二
、
健
康
づ
ぐ
η
、
仲
間
づ
ぐ
り
、
．

☆
活
力
づ
べ
り
な
ど
、
ス
ポ
ー
，
ツ
の

・
、
・
効
用
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
．

聯
・
．
地
区
で
は
”
ラ
ジ
オ
体
操
一
千
人

　
集
会
”
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

．
N
H
K
実
況
放
送
を
誘
致
し
た
い
。

［
市
の
考
え
方
］

南
七
月
九
日
現
在
、
開
発
す
る
た
め

　
の
同
意
率
は
約
四
十
％
で
す
。
（
七

　
月
三
十
日
現
在
五
五
・
五
％
）
関

　
越
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
妻
地
方
道
吉
町
．
当

　
間
・
塩
沢
線
（
大
沢
ト
ン
ネ
ル
）

　
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
近
々
実
施

　
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国

　
道
一
一
七
号
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
道
路
と
し
て
は
、
現
在
め
市
道
水

　
沢
珠
川
線
（
改
良
）
他
一
路
線
を

　
考
え
て
い
ま
す
。

中
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
況
放
送
の
申
請

　
先
は
地
元
の
郵
便
局
が
窓
口
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。
例
年
全
国
で
四
十

　
二
会
場
程
度
し
か
行
わ
れ
な
い
の

　
で
継
続
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
必

　
要
で
す
。
市
も
誘
致
で
き
る
よ
う

　
関
係
機
関
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

％
　
吉

［
提
案
事
項
］

」
、
良
然
体
験
村
構
想
と
し
て
、
ク

一
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

　
の
整
備
、
通
年
型
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

■
1
茨
ゼ
ン
タ
ー
の
建
設
ハ
体
験
農

　
場
の
整
備
を
図
り
た
い
。

二
、
若
者
が
定
着
し
な
い
原
因
は
何

『
か
。
十
日
町
市
全
体
の
活
性
化
に

－
つ
い
て
。

［
市
の
考
え
方
］

南
全
体
構
想
を
考
え
る
段
階
で
、
広

　
域
基
幹
林
道
整
備
事
業
（
川
西
町

　
～
津
南
町
）
が
平
成
四
～
五
年
に

　
着
手
予
定
で
あ
り
、
新
・
新
林
業

　
構
造
改
善
事
業
お
よ
び
農
業
構
造

　
改
善
事
業
の
導
入
等
も
検
討
し
て

　
は
ど
う
で
す
か
。
『

　
　
国
・
県
の
補
助
事
業
等
で
導
入

　
で
き
る
施
設
整
備
も
考
え
ら
れ
る

　
が
、
す
べ
て
の
施
設
が
す
ぐ
に
で

　
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

　
面
は
既
設
施
設
の
有
効
利
用
を
図

　
り
な
が
ら
、
熟
度
の
高
い
計
画
づ

　
く
り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

南
人
口
減
少
を
押
さ
え
る
施
策
の
一

　
つ
と
し
て
「
リ
ゾ
ー
ト
開
発
」
に

　
着
手
し
ま
し
た
。
リ
ゾ
ー
ト
は
人

　
の
誘
致
で
、
年
間
百
二
十
万
人
の

　
リ
ゾ
ー
ト
客
が
当
間
に
訪
れ
、
雇

　
用
数
も
最
終
的
に
は
千
二
百
人
を

　
見
込
み
、
リ
ゾ
ー
ト
客
と
地
元
住

、
民
の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
活
力
あ

　
る
地
域
づ
く
り
を
各
地
域
住
民
と

騰

共
に
構
築
し
て
い
き
た
い
。

％
十
日
町
西
部

［
提
案
事
項
］

一
、
若
者
を
定
着
さ
せ
る
条
件
と
し

・
て
㍉
男
子
雇
用
型
の
優
良
企
業
の

　
誘
致
や
若
者
の
遊
び
場
が
必
要
で

　
は
な
い
で
す
か
。
・

二
「
北
越
北
線
の
駅
舎
や
妻
有
大
橋

　
が
完
成
す
る
と
、
人
の
流
れ
が
変

　
わ
り
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

　
す
。
駅
西
側
地
区
の
役
割
と
、
そ

　
の
環
境
・
施
設
に
つ
い
・
て
。

［
市
の
考
え
方
］

命
現
在
、
十
日
町
市
で
は
求
人
倍
率

　
が
比
較
的
高
く
、
特
に
男
子
の
求

　
人
倍
率
は
多
い
の
に
就
職
者
が
無

　
い
の
が
実
情
で
す
。
原
因
と
し
て

　
は
、
都
会
志
向
、
製
造
業
離
れ
な

　
ど
が
考
え
ら
れ
、
決
し
て
就
職
先

　
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
若
者
の
遊
び
場
に
つ
い
て
は
、
健

　
全
な
遊
び
場
と
し
て
確
保
す
る
方

　
向
で
検
討
し
ま
す
。

南
地
元
要
望
が
強
い
道
路
や
下
水
道

　
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画

　
整
理
事
業
を
導
入
す
る
こ
と
が
最

　
も
効
率
的
で
す
。
北
越
北
線
の
駅

　
舎
並
び
に
駅
広
場
の
構
想
に
つ
い

　
て
は
六
・
七
外
，
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
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リゾートに対応する自然との調和を目指す

　
平
成
八
年
四
月
開
業
を
予
定
し
て
い
る
北
越
北
線
の
、
十
日
町
駅

を
中
心
と
す
る
西
口
整
備
構
想
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
た
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
平
成
二
年
度
末
ま
で
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
商
工
会
議

所
．
県
．
鉄
道
建
設
公
団
・
J
R
東
日
本
・
国
鉄
清
算
事
業
団
等
と

十
分
な
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
基
本
計
画
ま
で
練
り
上
げ
て
い
く
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

ス
喜
パ
ー
特
急
が

　
　
停
車
で
き
る
駅
舎

　
　
北
越
北
線
十
日
町
駅
は
、
J
R
飯

山
線
十
日
町
駅
の
西
側
に
平
行
し
て

高
架
式
で
建
設
さ
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム

は
、
新
幹
線
ホ
ー
ム
と
同
様
に
一
番

上
部
に
位
置
し
、
八
～
十
両
編
成
の

ス
ー
パ
i
特
急
が
停
車
を
す
る
と
い

う
前
提
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
規
模

は
、
長
さ
約
二
百
十
㌶
・
幅
十
八
材
・

高
さ
八
～
九
レ
例
。
線
路
は
、
上
下
線
と

通
過
線
の
三
線
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
下
は
二
層
式
と
な
り
、
一

階
部
分
は
駐
車
場
・
駐
輪
場
、
二
階

部
に
は
駅
舎
を
除
く
ゾ
ー
ン
を
「
文

化
．
う
る
お
い
拠
点
の
創
造
」
と
し

て
四
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
い
ま
す
。

　
駅
西
口
広
場
は
、
リ
ゾ
ー
ト
を
中

・
心
と
す
る
観
光
・
文
化
情
報
・
産
業

機
能
を
も
た
せ
、
観
光
の
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
ま
す
。

　
こ
の
建
設
の
事
業
主
体
は
、
駅
前

広
場
．
地
下
連
絡
道
を
市
が
公
共
事

業
と
し
て
約
十
二
億
円
で
建
設
し
、

駅
舎
を
除
く
高
架
下
の
駅
ビ
ル
は
、

約
十
億
円
を
見
込
み
、
商
工
会
議
所

等
を
中
心
に
協
議
し
、
事
業
主
体
を

決
定
す
る
予
定
で
す
。

十
日
町
駅
東
西
ロ
の

　
　
機
能
分
担
を
図
る

　
J
R
飯
山
線
十
日
町
駅
の
周
辺
は
、

市
の
中
心
部
で
あ
り
な
が
ら
、
都
市

基
盤
整
備
の
遅
れ
や
交
通
結
節
点
と

し
て
の
機
能
も
十
分
発
揮
し
て
い
な

い
状
況
で
す
。

　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
妻
有
大
橋
の
平

成
四
年
完
成
ハ
北
越
北
線
の
電
化
・

高
速
化
の
決
定
を
機
会
に
、
十
日
町

駅
東
西
口
の
周
辺
整
備
を
見
直
す
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
東

西
地
区
の
機
能
分
担
を
図
り
、
東
西

の
一
体
化
を
図
る
構
想
と
な
っ
て
い

ま
す
。J
R
十
日
町
駅
東
ロ
地
区

市
の
表
玄
関
と
し
て
「
生
活
・
活



響

叢
旛
鑑
饗
嚢
、

力
拠
点
の
再
生
」
を
目
指
し
、
商
業
・

業
務
機
能
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
従
来
ど
お
り
、
路
線
バ
ス
に
つ

い
て
は
東
口
を
発
着
所
と
し
て
、
将

来
的
に
は
駐
車
場
の
整
備
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
策
定
さ
れ
た
、

「
商
業
近
代
化
地
域
計
画
」
の
駅
前

地
区
は
、
そ
の
後
の
環
境
の
変
化
が

生
じ
た
こ
と
に
よ
り
見
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
駅
前
広
場
千
九
百
六
十

平
方
癖
の
用
地
、
国
鉄
清
算
事
業
団

所
有
の
三
千
四
百
平
方
材
の
用
地
を

含
め
て
、
商
工
会
議
所
を
中
心
に
「
商

業
近
代
化
地
域
計
画
」
の
見
直
し
を

早
急
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
と
な
り
ま
す
。
F

北
越
北
線
十
日
町
駅
西
口
地
区

（

　
文
化
・
う
る
お
い
拠
点
の
創
造
を

め
ざ
し
て
、
リ
ゾ
ー
ト
や
文
化
機
能
・

商
業
・
公
園
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど

様
々
な
機
能
を
も
た
せ
た
、
観
光
リ

ゾ
ー
ト
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て

充
実
を
図
る
構
想
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
西
口
駅
前
広
場
は
総
面
積
が
四
千

六
百
二
十
平
方
灯
。
道
路
・
歩
道
・

緑
地
・
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
・
一
般
車

プ
ー
ル
で
構
成
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

北
側
に
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
二
千
三
百

四
十
平
方
材
、
そ
の
北
側
に
一
般
駐

車
場
五
十
台
分
を
設
置
。
駅
前
広
場

の
南
側
に
ミ
ニ
広
場
七
百
四
十
平
方

㌶
を
設
け
る
構
想
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
リ
ゾ
ー
ト
客
の
発

着
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
も
た
せ

る
た
め
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
等
の
発
着
所
と
と
も
に
、
イ

ベ
ン
ト
や
団
体
の
集
合
場
所
、
青
空

市
場
等
多
目
的
な
活
用
を
図
る
ア
メ

ニ
テ
ィ
空
間
を
設
け
、
全
体
で
約
一

万
平
方
材
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
ふ
れ
あ
い
を
目
指
す

　
　
高
架
下
の
利
用

　
駅
舎
（
駅
務
室
・
改
札
口
・
待
合

室
・
風
防
室
）
を
除
い
た
ゾ
ー
ン
を

「
文
化
・
ふ
れ
あ
い
拠
点
」
と
し
て
、

四
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
ま
す
。

　
駅
舎
は
約
五
十
眉
と
し
、
そ
の
北

側
約
八
十
㍊
に
は
グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
と

プ
ラ
ザ
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
庶
民
指
向

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
構
想
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
側
に
は
同
じ
く
、

約
八
十
材
に
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
と
文

化
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
リ
ゾ
ー
ト
指
向

を
目
指
し
た
高
級
商
店
街
や
文
化
ゾ

　平成2年3月31日現在の電化を含めたA　B線の
工事進ちょく状況は、総事業費864億円に対し、事

業費・ドースで67％線路延長比では用地買収96％路

盤工事92％となっています。

　なお、高規格化事業に要する240億円の内、平成

2年3月31日現在の工事進ちょく状況は、8億4，3

00万円の決算額となっており、残工事は、平成2

年度以降となります。

昭和39．9．28工事線に指示される

昭和43．3．28工事実施計画認可（六日町・十日
　　　　　　　町間延長15．9km）

昭和44．9．19赤倉トンネル工事着手
昭和46．10　　十日町鉄道建設所開所
昭和47．10．11工事実施計画認可（十日町・犀潟

　　　　　　　間延長43．7km）

昭和48．1L13　松代鉄道建設所開所

昭和51．1．21赤倉トンネル貫通
昭和57．3　　工事全面的に中止
昭和59．8．27　第三セクター「北越急行株式会社」

　　　　　　　設立
昭和60．3．24　十日町駅構内で起工式

昭和61．3．13鍋立山トンネル工事再開

昭和63．7．6　大潟鉄道建設所開所
平成元．6．19事業基本計画の変更認可（電化・

　　　　　　　高規格化）

　　　10．2　赤倉トンネル着手（電化・高規格

　　　　　　　化）

　　　10．20　発行済株式の総数16，800株（8億

　　　　　　　4千万円）

平成2．1．4　信濃川橋梁竣工
　　　　3．31十日町高架橋工事着手（高規格化）

　　　　5．1　六日町・西六日町間路盤強化工事

　　　　　　　着手（高規格化）

　　　　5．11松代鉄道建設所十日町出張所開所

ご

i
ン
を
配
置
し
、
十
日
町
ら
し
さ
を

創
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
北
側
の
プ
ラ
ザ
ゾ
ー
ン
は
一
・
二

階
が
吹
き
抜
け
で
、
み
や
げ
も
の
店

　　　　　i隷隷麓璃　　織溝1麟麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東口へ　飯山線ホームヘ
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癖頭三“遭！1‘三評唖聾モ；ざ1黙嬰製ゴ哩鵬肥讐聡一メ野興、1
翫，撫惣薫轟籟，，甦瓢舜皿壷蔓も並，，，逸，轟，逓£％巡嬢j

　　　　　　毫　　　　　　　蒙　　　　　　　馨　　　1　　　　　　　　　…
　　　　　　ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　駅読場　駅罷場　駅罷場1　　駅諦場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶民指向ショッピンクヱリア1リゾート指向ショッピングエリア

雪向ショッピングエリア リゾート指向ショッピン

（
ス
ー
ベ
ニ
ア
シ
ョ
ッ
プ
）
、
地
場
産

業
コ
ー
ナ
i
、
観
光
案
内
、
レ
ン
タ

カ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
売
店
、
ト
ラ
ベ
ル

サ
ー
ビ
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
予

定
さ
れ
ま
す
。
グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
で
は

二
階
部
分
に
軽
食
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ

ー
ド
、
書
店
な
ど
の
入
居
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
南
側
の
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
二
階

に
は
、
高
級
商
店
街
（
き
も
の
販
売
・

展
示
な
ど
）
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
配
置
。
文
化
ゾ
ー
ン
の
二
階

に
は
、
展
示
サ
ロ
ン
・
事
務
室
・
会

議
室
な
ど
を
設
け
ま
す
。

　
ま
た
、
一
階
部
分
は
プ
ラ
ザ
ゾ
ー

ン
を
除
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
自
動
車
・

自
転
車
の
駐
車
・
駐
輪
場
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

東
西
の
駅
前
広
場
を

　
　
結
ぶ
地
下
連
絡
道

　
東
西
の
駅
前
広
場
の
一
体
化
を
図

る
と
と
も
に
、
東
西
地
区
住
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
下
連

絡
道
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
下
連
絡
道
は
、
幅
三
㌶
、

長
さ
八
十
㌶
を
予
定
し
、
歩
行
者
と

自
転
車
が
通
行
で
き
る
規
模
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
地
下
連
絡
道
が
で
き
る
こ
と
に
よ

り
、
東
西
の
交
流
が
い
っ
そ
う
活
発

化
し
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

』｝1「
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議
鴛

灘
聖
　

運霊
■

防
・

’

故

県
警
「
こ
し
か
ぜ
号
』
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
箇
小
で
安
全
教
室

羅讐
勲
灘
・
、
．
騰

轟
癒

　
七
月
二
十
日
働
、
県

警
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
こ

し
か
ぜ
号
」
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
が
六
箇
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
、

　
十
日
町
市
へ
三
年
ぷ

り
に
飛
来
し
た
「
こ
し

か
ぜ
号
」
は
、
途
中
、

青
少
年
野
外
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
着
陸
し
、

同
校
の
夏
井
校
長
先
生

ら
二
人
を
乗
せ
て
、
市

街
地
上
空
か
ら
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
五
分
同
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
ヘ
着
陸
し
た
「
こ
し
か
ぜ

号
」
を
、
六
箇
小
・
野
中
小
・

六
箇
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と

地
域
の
皆
さ
ん
約
百
人
が
出
迎

・
え
ま
し
た
。

　
安
全
教
室
で
は
、
伊
藤
航
空

管
理
官
が
交
通
事
故
防
止
の
安

全
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
見
学
し
安
全
教
室
を

終
了
し
ま
し
た
。

i事．・通・
交
襯

の
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
『

　
　
『

　
　
■

　
　
■

　
　
F

　
　
I
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『

　
　
『

　
　
』
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『
夏
．

車両パレ［ドでPR
一ハーレー・レディースクラブが特別参加一

　
七
月
二
十
一
日
ω
の
早
朝
、

夏
の
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
る
車
両
パ
レ
ー
ド
が
、
警
察

署
、
交
通
安
全
協
会
、
自
動
車

学
校
、
タ
ク
シ
ー
協
会
、
ダ
ン

プ
協
会
、
農
協
、
母
の
会
な
ど

四
十
六
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
初
め
て
、
ハ
ー

レ
i
所
有
者
十
一
人
と
レ
デ
イ

ー
ス
ク
ラ
ブ
五
人
が
特
別
参
加

し
ま
し
た
。

　
出
発
に
先
立
ち
、
丸
山
市
長
、

小
嶋
十
日
町
警
察
署
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
三
班
に
分
か
れ
て

約
一
時
間
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、

夏
の
交
通
事
故
防
止
を
呼
ぴ
か

け
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
百

件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
百
三

十
三
人
が
死
傷
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で

す
。
お
互
い
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
夏
の
交
通
安
全
に
一
役
を

く
買
っ
た
ハ
ー
レ
ー
所
有
者

．
謝

戦

曳

セ
ヤ
で購、」

を
　
衛
生
施
設
組

粛
藍
縫
，

ザ
聖
金
還
嚢

蝦
轄
灘

ド
谷
用
す
る
タ
イ
ヤ

ヤ
諮
計
群

イ
　
　
　
　
　
　
で
購
入
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
た
。
こ
れ
は
、
年

夕
　
々
増
加
す
る
不

　
　
　
　
　
　
燃
物
処
理
に
対

応
す
る
た
め
と
、
従
来
使
用
し

て
い
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
古
く

な
っ
た
た
め
に
購
入
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
ほ

で
、
作
業
の
能
率
ア
ッ
プ
と
安

全
性
が
一
。
段
と
高
ま
り
、
活
躍

　
　
　
　
ゴ

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
霧
谷
埋
立
地
は
、
一
般
廃
棄

物
σ
中
の
不
燃
物
の
埋
立
地
で

す
。
産
業
廃
棄
物
や
燃
え
る
ゴ

ミ
は
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
協
力
を
お
願
い

。
し
ま
す
。

九
月
一
日
よ
り
駐
車
で
き
ま
せ
ん

　
1
織
物
組
合
加
工
部
あ
と
地
（
高
田
町
二
）
ー

　
十
日
町
地
域
土
地
開
発
公
社

が
所
有
」
管
理
し
て
い
る
織
物

組
合
加
工
部
あ
と
地
（
高
田
町

二
）
の
駐
車
場
は
、
九
月
一
日

か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
駐
車
場
は
、
北
越
北
線

十
日
町
駅
周
辺
建
設
工
事
に
伴

う
代
替
地
等
に
使
用
さ
れ
、
九

月
か
ら
造
成
工
事
を
始
め
る
た

め
で
す
。
現
在
、
利
用
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務

管
理
係
（
費
5
7
1
3
1
1
1
内

線
蹴
・
”
）
へ
。

　　　　　　（

昭和町

　
　
青
柳
織
物
口

□
□
翻

高
田
町
二
丁
目

十日町駅へ

飯山線
川西町へ

　
博
物
館
夏
奉
特
別
震

　
　
市
史
編
さ
ん
資
料
展
H

　
　
ー
入
月
十
一
日
出
～
九
月
二
日
㈲
ー

　
博
物
館
で
は
、
近
世
の
代
表
　
　
　
俳
譜
の
系
譜
）

的
な
文
芸
．
俳
句
を
取
り
上
げ
、
　
　
　
・
献
額
・
短
冊
・
掛
軸
・
屏

地
方
文
化
の
側
面
を
探
る
特
別
　
　
　
風
・
書
籍
・
巻
物
等

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
博
物
館
　
　
　
■
と
　
ぎ
　
八
月
十
一
日
㈹
午

■
料
　
金
　
入
館
料
一
〇
〇
円
　
　
　
後
一
時
三
十
分

　
（
中
学
生
以
下
無
料
）
　
　
　
　
■
講
　
師
　
須
藤
重
夫
氏
（
市

■
主
な
展
示
品
　
　
（
近
世
妻
有
　
　
　
史
編
さ
ん
委
員
）

芝
互
ろ
』
、

　
　
き

、
気
い
〆
・
嚇
夢
ノ
ヤ
蝿
－
f
－

　
　
　
瑛
ぞ
ゆ

　
　
　
“
〉
も
享
…
毒

　
　
　
フ
い
f
き
卿
μ
、
、

懸

．
鞍

▲上村山之筆
　「芭蕉像」

’
．
、
『

8
　
『
　
幽



△
讐
“
霧
藷
》
篠
．
　
欝

　
平
成
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
職
種
・
採
用
予
定
人
員
．
受

験
資
格
〉

■
上
級
・
一
般
事
務
（
一
般
行

政
事
務
に
従
事
）
U
五
人
程
度

…
大
学
を
卒
業
（
来
年
三
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
人
で
、

昭
和
三
十
七
年
四
見
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
。

■
上
級
・
中
級
、
土
木
（
建
設
．

水
道
・
下
水
道
・
農
林
等
の
部

門
で
そ
れ
ぞ
れ
専
門
技
術
の
業

務
に
従
事
）
“
合
わ
せ
て
二
人

程
度
　
▼
上
級
資
格
…
大
学
の

土
木
系
専
門
課
程
を
卒
業
（
来

年
三
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

し
た
人
で
、
昭
和
三
十
七
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

▼
中
級
資
格
…
短
大
・
高
等
専

門
学
校
・
専
門
学
校
の
土
木
系

専
門
課
程
を
卒
業
（
来
年
三
月

卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
人

で
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、

大
学
を
卒
業
し
た
人
を
除
く
。

ロ
中
級
・
保
母
（
保
育
所
に
お

い
て
保
育
業
務
に
従
事
）
“
二

人
…
保
母
資
格
が
あ
る
（
来
年

三
月
末
日
ま
で
に
保
母
資
格
取

得
見
込
み
を
含
む
）
人
で
、
昭

和
四
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
。

■
中
級
・
理
学
療
法
士
（
市
の

厚
生
施
設
等
で
専
門
技
術
の
業

務
に
従
事
）
樋
一
人
…
理
学
療

法
士
の
免
許
を
所
有
（
来
年
三

月
末
日
ま
で
に
免
許
取
得
見
込

み
を
含
む
）
し
て
い
る
人
で
、

昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
。

■
初
級
・
一
般
事
務
（
一
般
行

政
事
務
に
従
事
）
“
三
人
程
度

…
高
校
・
短
期
大
学
・
各
種
学

校
を
卒
業
（
来
年
三
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
）
し
た
人
で
、
昭

和
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
。

■
初
級
・
一
般
事
務
（
身
体
障

害
者
、
一
般
行
政
事
務
に
従
事
）

H
一
人
…
高
校
を
卒
業
（
来
年

三
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し

　
平
成
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施

設
組
合
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
職
種
・
採
用
予
．
定
人
員
・
受

験
資
格
〉

ロ
作
業
員
　
　
（
十
日
町
市
川
西

町
衛
生
施
設
組
合
に
お
い
て
清

掃
業
務
に
従
事
）
“
一
人
：
．
．
．
．

昭
和
二
十
年
四
月
二
日
か
ら
四

十
年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ

た
人
で
、
原
付
免
許
が
あ
る
人
。

ー
．
．
い
い
…
、
霧
．
・
壌
．
藻
繋
、
“
蕊

た
人
で
、
昭
和
三
十
九
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
。

□
用
務
員
兼
給
食
調
理
員
（
学

校
・
保
育
所
・
給
食
共
同
調
理

場
等
の
部
門
に
お
い
て
用
務
員

と
し
て
の
業
務
ま
た
は
給
食
調

理
の
業
務
に
従
事
）
鮭
五
人
：
．

昭
和
二
十
年
四
月
二
日
か
ら
四

十
年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ

た
人
で
、
原
付
免
許
が
あ
る
人
。

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
〈
試
験
期
日
・
試
験
科
目
〉

　
■
第
一
次
試
験
九
月
二
十
二

日
㈹
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
級
．

初
級
一
般
事
務
、
中
級
・
保
母

…
国
語
・
社
会
・
作
文
・
適
正

検
査
。
上
級
・
中
級
土
木
、
中

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

〈
試
験
期
日
・
試
験
科
目
〉

ロ
第
一
次
試
験
九
月
二
十
二

日
db
、
保
健
セ
ン
タ
ー
…
…
（
作

文
・
適
性
検
査
）

巴
第
二
次
試
験
，
十
月
上
旬
、

市
役
所
…
…
面
接
試
験

〈
申
し
込
み
方
法
〉

　
衛
生
施
設
組
合
（
盈
5

7
1
1

7
5
1
）
ま
た
は
総
務
課
人
事

秘
書
係
に
採
用
試
験
申
込
書
が

級
・
理
学
療
法
士
…
国
語
・
社

会
・
数
学
・
作
文
・
適
性
検
査
。

用
務
員
兼
給
食
調
理
員
…
作
文
・

適
性
検
査
）

目
第
二
次
試
験
　
十
月
上
旬
、

市
役
所
お
よ
び
総
合
体
育
館
（
第

一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
面
接

試
験
と
体
力
テ
ス
ト
。
身
体
障

害
者
と
用
務
員
兼
給
食
調
理
員

は
面
接
試
験
の
み
）

〈
申
し
込
み
方
法
〉

　
九
月
十
日
㈲
ま
で
に
、
採
用

試
験
申
込
書
と
必
要
書
類
を
総

務
課
人
事
秘
書
係
（
費
5

7
1
3

1
1
1
内
線
施
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
採
用
試
験
申
込
書

は
同
係
に
あ
り
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
（
土
曜
閉
庁

以
外
の
土
曜
日
は
正
午
）
ま
で

で
す
。
郵
送
は
九
月
十
日
の
消

印
ま
で
有
効
で
す
。

あ
り
ま
す
。

　
九
月
十
日
㈲
ま
で
に
必
要
書

類
（
①
採
用
試
験
申
込
書
②
卒

業
学
校
の
成
績
証
明
書
〉
を
総

務
課
人
事
秘
書
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
受
付
時
間
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
（
土
曜
閉
庁

以
外
の
土
曜
日
は
正
午
）
ま
で
。

郵
送
は
九
月
十
日
の
消
印
ま
で

有
効
で
す
。

10月1日は　　．環，
　　国勢調査です

　
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
大
正
九
年
か
ら
五
年

ご
と
に
行
わ
れ
、
今
年
は
十
五

回
目
に
当
た
り
ま
す
。
今
回
は
、

特
に
二
十
一
世
紀
の
日
本
を
考

え
る
基
礎
づ
く
り
と
い
う
重
要

な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
調
査
結

果
は
、
国
や
都
道
府
県
・
市
区

町
村
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
を

考
え
て
い
く
う
え
で
大
切
な
資

料
と
な
り
、
わ
た
し
た
ち
の
暮

ら
し
の
様
々
な
分
野
で
生
か
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
が
調
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
九
月
下
旬
に
、
世
帯
ご
と
に

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
ア
パ

ー
ト
な
ど
で
一
人
暮
ら
し
の
人
、

下
宿
し
て
い
る
人
は
、
未
成
年

で
も
学
生
で
も
、
世
帯
主
と
し

て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
調
査
票
に
あ
る
質
問
は
、
氏

名
、
性
別
、
出
生
年
月
な
ど
二

十
二
項
目
で
す
。
お
答
え
い
た

だ
い
た
内
容
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
安
心
の
う
え
、
あ
り
の
ま
ま

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
調
査
票
は
後
日
、
調
査
員
が

集
め
に
伺
い
ま
す
。
外
出
し
が
，

ち
な
人
は
家
に
い
る
日
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

国
勢
調
査
実
施
本
部
設
置

　
市
で
は
、
今
回
の
国
勢
調
査

に
向
け
て
、
八
月
一
日
㈱
に
涌

井
博
総
務
部
長
を
本
部
長
と
す

る
総
勢
二
十
人
の
「
平
成
二
年

国
勢
調
査
実
施
本
部
」
を
、
市

役
所
一
階
正
面
玄
関
わ
き
の
ホ

i
ル
に
設
置
し
ま
し
た
。

、
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
実
施
本
部
（
盈

57

－
3
1
1
1
内
線
幽
・
励
）

へ
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

π
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鈴木大地選手が

　金メダルの泳ぎを披露

～十高プールの完成記念行事で～

無零・・’≧幅　　　 ・　　　罰羅ち暴篭輩馬灘舞　 、　・・．　　　→．マ

　素晴らしい泳ぎを見せてくれた鈴木選手

　
十
日
町
高
校
水
泳
プ
ー
ル
竣
工
に
、
ソ
ウ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
鈴

木
大
地
選
手
と
同
選
手
を
育
て
た
鈴
木
陽
ニ

コ
ー
チ
が
、
七
月
十
四
日
ω
十
日
町
高
校
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
選
手
は
、
「
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
●

金
メ
ダ
ル
ヘ
の
道
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を

行
っ
た
後
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
同
校
プ
ー

ル
で
模
範
演
技
を
行
い
、
得
意
の
バ
サ
ロ
キ

ッ
ク
を
披
露
し
ま
し
た
。
詰
め
か
け
た
小
学

生
や
高
校
生
た
ち
は
、
鈴
木
選
手
が
泳
ぎ
だ

す
と
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

4
　
　
淋

蓑

＊

南極への夢を

　石に託1
～山口さんが南極の石をプレ・

　
　
　

て
ト
し
哲

　
　
レ

ヨ
、
．
帯
鱒

灘

市
に
プ
レ
ゼ
ン
ー
し
て
－
れ
た
、
曲

鎚
灘
福
郁
講
帥
麟

山
口
同
校
時
代
の
恩
師
の
金
沢
貢
先
生
と
鑛

市
役
所
を
訪
れ
、
今
度
は
南
極
の
石

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
石
は
約
｝
二
〇
～
＝
二
〇
鮎

で
、
大
人
四
～
五
人
で
や
っ
と
持
ち
・
・
嚢

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
七
億
～
十

億
年
前
の
石
と
推
定
さ
れ
、
表
面
は

南
極
の
厳
し
い
自
然
に
風
化
さ
れ
、

ク
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
穴
が
い
く
つ

も
あ
い
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
難

　
山
口
さ
ん
は
、
　
「
こ
の
石
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
、
南
極
へ

近藤助役に石を説明する山口さん

の
夢
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
灘

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
　
灘

吉
町
に
住
ん
で
い
た
た
め
雪
や
寒
徽

も
活
躍
で
き
た
し
、
観
測
隊
に
は
寒
灘

い
地
方
の
人
が
多
く
参
加
し
て
い
ま
繍

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
㎜

職臨

わたしたちの

　
知
性
・
活
力
・
南
中

　
ぼ
く
た
ち
の
通
っ
て
い
る
南
中
学
校

は
、
全
校
生
徒
六
百
七
十
四
人
で
市
内

の
中
学
校
で
は
｝
番
の
大
規
模
校
で
す
。

　
ぽ
く
た
ち
の
学
校
で
は
、
盛
ん
な
活

動
、
自
慢
で
き
る
活
動
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
の
い
く
つ
か

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
部
活
動
で
す
。
各
部
活
の

盛んな部活動「郡市大会推戴式」

部
員
が
汗
を
流
し
、
声
を
出
し
合
い
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
大
会
前
に
な

る
と
、
ど
の
部
活
も
早
朝
練
習
や
、
時

間
延
長
を
し
て
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
強

南
中
学
校

や
り
み
ず

（
鑓
水
義
和
校
長
・
生
徒
数
六
七
四
人
）

津畑邦之くん
　　（3年）

い
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
大
会
で
は
、
そ
の
成
果
を
発
揮
し
、

大
変
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
あ
じ
さ
い
公
園
の
雑
草

取
り
で
す
。
こ
れ
は
、
あ
じ
さ
い
公
園
の

あ
じ
さ
い
が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る

よ
う
に
雑
草
を
取
る
も
の
で
、
毎
年
一

年
生
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に

よ
っ
て
、
奉
仕
の
精
神
、
勤
労
の
心
を

養
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
草
取
り
で
培
っ

た
奉
仕
の
精
神
、
勤
労
の
心
は
何
も
の

奉仕●勤労の心を培う「あじさい公園草取り」



灘
欝

簸
鬼脚．

ケニヤの若者たちで結成されたキャリヤコ合唱団

ア

二

フ
リ
カ
の
歌
声
高
ら
か
に

～
ケ
ニ
ア
・
キ
ャ
リ
ヤ
コ
合
唱
団
十
日
町
公
演
～

　
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
の
「
キ
ャ
リ

ヤ
コ
合
唱
団
」
が
七
月
三
十
日
㈲
十

日
町
市
を
訪
れ
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
公
演

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
合
唱
団
は
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ

イ
ロ
ビ
に
住
む
若
い
世
代
の
学
生
や

教
師
な
ど
で
編
成
さ
れ
、
今
回
公
演

を
行
っ
た
の
は
、
男
性
十
二
人
、
女

性
十
三
人
の
二
十
五
人
で
す
。
自
国

の
伝
統
文
化
に
無
関
心
に
な
り
が
ち

な
若
い
世
代
に
ケ
ニ
ア
の
口
承
文
化

を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
後

の
世
代
に
受
け
継
い
で
欲
し
い
と
い

う
願
い
か
ら
始
め
ら
れ
た
ア
マ
チ
ュ

ア
合
唱
団
で
す
。

　
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
十
七

曲
の
ア
フ
リ
カ
の
民
族
音
楽
が
歌
わ

れ
、
澄
ん
だ
歌
声
に
約
三
七
〇
人
の

観
客
も
聞
き
ほ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
三
十
一
日
に
は
、
下
水
処
理
セ
ン

タ
！
脇
で
行
わ
れ
て
い
た
利
雪
実
験

施
設
を
訪
れ
、
生
ま
れ
て
初
め
て
雪

に
触
れ
、
冷
た
い
雪
の
感
触
に
大
は

し
ゃ
ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
。

舌、、
／

羅騒．鼻羅
明a1、

蹴

子ども爆

，
願

　　　陸瀧　　’蜘
、・’繭顯．縦・　

x
鴻羅　　　　澤窪写

i灘縫灘

に
も
替
え
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の

精
神
で
よ
い
生
徒
会
を
作
る
よ
う
に
｝

人
ひ
と
り
が
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
ぽ
く
た
ち
の
学
校
で
は
、
教
育
目
標

鶴

「知性・活力・南中」の花文字

を
花
文
字
に
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
脇
に

作
っ
て
あ
り
ま
す
。
書
い
て
あ
る
文
字

は
「
知
性
．
活
力
・
南
中
」
で
す
。
こ

の
花
文
字
は
父
兄
の
皆
さ
ん
か
ら
協
力

を
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
こ
の

花
文
字
は
毎
年
、
春
に
な
る
と
見
事

に
花
を
咲
か
せ
、
ぽ
く
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
ぼ
く
た

ち
の
活
動
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
部
活
動
で
の
努
力
、

草
取
り
で
の
奉
仕
の
精
神
・
勤
労
の
心

そ
し
て
「
知
性
・
活
力
」
、
こ
の
事
に
向

か
っ
て
一
人
ひ
と
り
が
頑
張
り
、
協
力

し
合
っ
て
い
る
こ
ど
が
南
中
の
良
さ
、

そ
し
て
自
慢
で
き
る
点
だ
と
思
い
ま
す
。
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．
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．
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．
．
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少
な
い
予
算
で
上
手
な
行
事
運
営

　
町
内
の
親
ぼ
く
と
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
を
願
っ
て
、
昭
和
五
十
二
年

八
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
現
在
、
会
員

は
四
十
七
人
。
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば

男
女
を
問
わ
ず
、
だ
れ
で
も
加
入
で
き

る
気
楽
な
会
で
す
。
会
費
は
年
会
費
千

円
と
少
な
い
予
算
で
す
が
、
上
手
に
や

り
く
り
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
行
事
は
、
一
月
に
新
年
会
を
兼

ね
た
ド
ン
ド
焼
き
。
中
沢
川
の
橋
の

．
た
も
と
で
町
内
あ
げ
て
盛
大
に
一
年
の

無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。
七
月
二
十
九

日
に
は
総
会
と
納
涼
会
。
カ
ラ
オ
ケ
、

生
ビ
ー
ル
、
焼
肉
大
会
と
に
ぎ
や
か
に

楽
し
い
｝
夜
を
過
し
ま
し
た
。
八
月
の

お
祭
り
は
三
西
会
の
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
。

昨
年
は
西
小
三
区
子
ど
も
み
こ
し
の
当

番
で
、
準
備
か
ら
後
片
づ
け
ま
で
頑
張

り
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
十
二
月
の

初
め
は
も
ち
つ
き
大
会
。
一
年
の
収
穫

に
感
謝
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
毎
年
大
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
若
者
の
加
入
が
少
な
い
の
が
悩
み

　
　
ス
リ
ー
ウ
エ
ス
ト
と
い
う
野
球
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
市
内
大
会
に
も
参
加
し

て
三
西
会
の
意
気
込
み
を
見
せ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
会
員
も
だ
ん

だ
ん
高
齢
化
し
若
手
が
入
っ
て
こ
な
い

の
が
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
年
前

に
五
十
歳
ま
で
の
上
限
を
と
り
、
会
員

の
減
少
を
食
い
止
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
行
事
の
中
に
レ
ク
リ

エ
L
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
、
親
子
そ
ろ

っ
て
参
加
で
き
る
行
事
や
会
員
同
志
が

裸
で
親
ぽ
く
が
深
め
ら
れ
る
旅
行
の
企

画
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
西

ー
部
地
区
の
中
核
と
な
り
、
町
内
の
活
性

化
と
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
三
西
会
で
す
。



まち9・ご

翻
　　飛渡地区の財産はきれいな
　　　　　　　し　　水と空気です。これからはこ

の水と空気を生かしたまちおこしを

考えていかなければならないと思いま

す。しかし、そのきれいな水が、最

近では生活雑排水で汚れてきていま

す。農業をやっていて水に触れてい

ると、田んぽに入ってくる水がだん

だん汚れてきていることがわかりま

す。これから有機米などを考えてい

く上では、やはりきれいな水は守っ

て行かなければならないと思います。

飛渡地区にもなんらかの下水道整

備を進めていく方法はないものでし

ようか。

圏現講備羅惣
を進めている公共下水道の制度と、

吉田地区で整備を行った農業集落排

水事業の制度があります。

公共下水道による整備は、今まで

飛渡地区のきれいな水を守りたいのですが

山　田　　栄さん（東枯木又）

に約287haが完了していますが、主に

市街地周辺の人口密集地域の整備を

重点的に進めているため、公共下水

道として飛渡地区を早期に整備する

ことは困難です。

農業集落排水事業は、農業集落の．

し尿、生活雑排水の汚水を処理し、

農業用用水排水の水質保全、農業用

用水排水施設の機能維持を図り、農

村生活環境の改善を目的とする制度

です。採択条件は、受益戸数20戸以

上、処理対象人口1，000人程度以下と

されています。

また、下水溝を共同で建設する場

合に補助を行う共同下水溝補助事業

制度もあります。

各所で生活雑排水により川が汚れ

てきています。これらの制度の中か

ら、どのように自然環境を守って行

くか、行政と地域の人たちと十分話

し合って行く必要があります。

（下水道課・農林課・保健衛生課）

この欄では、皆さんのところに

お伺いして市役所の仕事などでわ

からないことや疑問点について担

当課でお答えします。近所の話題。

市に対する提言・ご意見をお侍ち

してt，、ますのでご連絡ください。

圃連絡先／総務課文書広報係

　　（費57－3111内線213・214）
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須
恵
町
は
福
岡
市
L

く
ら
い
、
人
口
が
約
一

す
。
仕
事
で
来
て
？

　
っ
て
、
二
十
五
歳
で
仙

こ
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
須
恵
町
は
福
岡
市
h

岡
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
』

す
。
わ
た
し
も
勤
め
』

市
に
通
っ
て
い
ま
し
・

　
ど
ん
た
く
や
祇
園
山
几

有
名
で
す
。
子
ど
も

思
い
出
と
し
て
、
花
、

け
を
し
た
路
面
電
卑

　
と
て
も
き
れ
い
に
思

　
ま
す
。
そ
の
路
面
輩

　
鉄
に
変
わ
り
ま
し
た
、

　
　
食
べ
物
は
、
今
で

　
送
っ
て
も
ら
う
辛
子

　
こ
つ
ス
ー
プ
の
博
多

　
漬
け
な
ど
な
つ
か
し

　
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か

　
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

　
が
ち
ょ
っ
と
寂
し
く

が
近
い
の
で
、
福

ン
と
い
う
感
じ
で

て
い
た
時
は
福
岡

た
。
福
岡
は
博
多

笠
な
ど
の
祭
り
が

の
こ
ろ
の
祭
り
の

や
電
気
で
飾
り
つ

が
、
夜
走
る
の
を

っ
た
こ
と
が
あ
り

車
は
、
今
は
地
下

O

も
時
々
九
州
か
ら

め
ん
た
い
や
と
ん

　
　
　
　
　
た
か
な

『
ラ
レ
メ
ン
、
高
菜

い
味
が
た
く
さ
ん

ら
博
多
に
は
屋
台

十
日
町
に
な
い
の

由
ひ
い
ま
す
。

1調
　b
　　　　　未分県

　　　認

か
ら
車
で
二
十
分

二
万
千
人
の
町
で

た
主
人
と
知
り
合

結
婚
す
る
ま
で
そ

　
そ
れ
か
ら
九
州
の
台
風
は
こ
ち
ら
の

と
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
台
風
が
来

る
時
は
玄
関
を
打
ち
つ
け
た
り
、
瓦
が

飛
ん
だ
り
の
被
害
が
時
々
出
ま
す
。

　
十
日
町
に
は
昭
和
五
十
四
年
に
来
ま

し
た
。
も
う
す
っ
か
り
十
日
町
の
人
で

す
が
、
時
々
ふ
る
さ
と
の
博
多
弁
が
出

て
子
ど
も
に
笑
わ
れ
ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
来
る
と
き
は
、
雪
の
こ
と

を
心
配
し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
が
、

わ
た
し
は
雪
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
の
で

全
然
心
配
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
も

冬
は
ス
キ
ー
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　　　たつ　こ
宮沢龍子さん
　　（伊達1・36歳）

　　かすや福岡県糟屋郡
　　す　えまち
　　須恵町



・合びき肉…2008・油あげ…
2枚・人参…608・干ししい
たけ…4枚・さやいんげん…
4～5本・玉ねぎ…中半個・
卵…／個
　　・さとう・酒…各大さじ
　　1・しょう油…大さじ2
煮　告・しいたけもどし汁・
汁水…各1カッフ・塩・こ
　　しょう…各少々・だしの
　　素…少々

”
聾

醗
き
：
肉
巻
き

村山ヨミ子さん

（黙188膳）

　
サ
ッ
パ
リ
味
の
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ

　
ほ
ん
と
う
に
手
軽
に
作
れ
る
ん
で
す

よ
。
肉
の
用
意
を
す
れ
ば
、
あ
と
は
家

に
あ
る
よ
う
な
材
料
で
す
か
ら
。
前
の

日
に
下
ご
し
ら
え
を
し
て
お
く
と
、
朝

の
忙
し
い
時
も
大
変
便
利
で
す
。
お
弁

当
に
も
、
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
の
一

品
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
人
参
・
し
い
た
け
は
千

切
り
、
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
、
さ
や

い
ん
げ
ん
は
五
、
リ
く
ら
い
の
輪
切
り
に

し
、
合
び
き
肉
・
溶
き
卵
と
一
緒
に
練

る
よ
う
に
ま
ぜ
、
半
分
に
分
け
て
お
く
。

②
油
あ
げ
は
二
枚
と
も
三
方
を
切
り
、

開
い
た
上
に
①
を
そ
れ
ぞ
れ
の
せ
、
巻

き
ず
し
を
す
る
よ
う
に
具
を
の
ば
し
て

巻
く
。
巻
き
止
ま
り
は
つ
ま
よ
う
じ
二

本
で
止
め
る
。

③
煮
汁
に
よ
う
じ
で
止
め
た
方
を
下
に

し
て
、
中
火
で
十
分
く
ら
い
煮
た
ら
一

度
返
し
て
同
じ
く
ら
い
煮
る
。

④
π
．
ぐ
ら
い
の
輪
切
り
に
し
、
皿
に

並
べ
て
出
来
あ
が
り
。
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　　　　　　（3歳）

井沢なつ美ちゃん
邦夫・敬子さん長女

　　　（新光寺）

　なつちやんは￥うさぎや金魚など動物が大好きなのよ。うさ

ぎを飼っている近所の家へ、おじいさんやおばあさんと一緒に

行つて，えさをやつたりして遊ぶのがとっても大好きなの。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

六箇保育園

　　　⑱グ

　海へ行って￥くじらやタコ

を見たいなと思って描いたの。

日躍Eヨには海へ行くのよ。

　　　　　　　　　　俵
　　　　、醗　　　　　山

　ぽくは保育園のブールでい

っばい泳げるようになったと

ころを描いたんだよ。
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中
平
の
地
名
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ

か
ら
付
け
ら
れ
た
か
わ
か
ら
ね
え
ど
も
、

も
と
は
千
手
の
上
新
井
の
枝
村
だ
そ
う

な
ん
の
。
そ
い
か
ら
真
田
村
に
な
っ
て

鉢
．
中
手
・
中
平
・
名
ケ
山
の
四
力
部

落
の
真
田
村
役
場
が
、
中
手
に
あ
っ
た

そ
う
だ
て
え
。

　
鉢
と
同
じ
よ
う
に
尾
身
の
名
字
は
、

も
と
は
小
海
姓
な
ん
の
。
お
ら
ど
こ
の

過
去
帳
を
み
る
と
明
和
五
年
ご
ろ
ま
で

小
海
に
な
っ
て
い
る
て
の
。
そ
い
か
ら

　
　
お
ま
え

鉢
の
大
前
様
が
あ
げ
た
そ
う
だ
が
、
お

み
や
ん
様
の
お
か
け
じ
も
小
海
に
な
っ

て
ら
ん
の
。
お
ら
う
ち
も
中
平
の
中
で

は
、
大
下
と
い
っ
し
ょ
で
一
番
古
い
ほ

う
だ
ぜ
の
。

さ
ん

（
中
平
・
7
7
歳
）

5

　
今
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
た
り
し
て

道
が
良
く
な
っ
た
ど
も
、
昔
は
ほ
ね
お

っ
た
の
。
鐙
坂
の
高
等
科
へ
二
年
通
っ

た
ど
も
、
中
手
の
向
坂
を
上
が
っ
て
鉢

の
鎮
守
様
へ
降
り
て
通
っ
た
が
、
冬
は

ス
ッ
ポ
ン
を
は
い
て
一
時
間
半
も
か
か

っ
て
雪
道
を
歩
い
た
も
ん
だ
て
の
。
あ

の
こ
ろ
は
、
町
へ
出
る
に
も
大
変
だ
っ

た
の
。

　
百
姓
が
好
き
で
の
、
出
稼
ぎ
に
い
っ

と
き
出
た
ど
も
百
姓
を
離
さ
ん
な
く
て

・
一
筋
で
き
た
て
の
。
だ
ど
も
昭
和
九
年

の
年
が
大
凶
作
で
の
。
鉄
道
省
の
直
轄

に
土
方
へ
通
っ
て
み
た
て
の
。
そ
の
こ

ろ
日
当
が
一
日
九
十
五
銭
で
、
米
一
俵

八
円
五
十
銭
の
こ
ろ
で
、
ば
か
苦
労
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
が
の
。

　
中
平
は
戸
数
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

ん
で
あ
り
が
た
い
で
す
の
。
一
番
多
い

と
き
で
二
十
六
戸
、
今
は
十
九
戸
だ
て

の
。
こ
れ
で
お
さ
ま
っ
た
み
て
だ
の
。

若
い
し
ょ
も
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
で
部
落

の
中
も
活
気
が
あ
る
ぜ
の
。
だ
ど
も
一

番
お
ご
と
な
ん
は
、
嫁
が
い
ね
え
こ
と

だ
て
の
。
山
地
に
も
嫁
が
来
る
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
の
。

的・一＿一＿．．一 1¶『門『「一丁一
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　　　　平成3年新卒者求人案内　（第2報）
※ここに掲載した求人は7月24日までに申し込んだ企業です。詳細は十日町公共職業安定所（盈57’一2407）へおたずねください。

事・業　『所　名、
所　　・在・．F！地．

（〉は就業場所1
、F生　産　晶　目
・事　業　内　容． 学　歴

職種お『よび求，汰数蒙
男　、 女　． ・男、女共用．餐

㈱　村　山　土　建 十日町市山本町1 総合建設業
短大卒・専

修卒・高卒

現場代理人見習

　　　（5）

現場代理人見習

　　　（4）
建築技術職員（2）

南　雲　土　建　㈱ 十日町市川治下町3 土木建設業 高　　卒
施行管理見習
　　　．（3）

㈲　　　新　　　装 十日町市土市5（同上・湯沢） 建築塗装工事業 高　　卒 塗装工（3）

㈱　　恒　　樹　　園 十日町市稲葉 造　　園　　業 高　　卒 造園管理（5）

㈲オゴセスクリーン 十日町市下条栄町
捺染用スクリーン
型　　製　　造

高　　卒 トレース（2） トレース（3）

㈱ミートコンパニオン新潟工場 十日町市高山3 肉製品の製造 高　　卒 製造管理（5） 食肉製造（ゆ

新潟成和電機㈱十日町事業所 十日町市桑原
　（高山4）

コンビューター用フロッピ

イィスク装置製造
高　　卒

オートマシン
　　　（5）
オペレーター

生産技能者（3） 技能職（1①

睦　　電　　子　　㈱ 十日町市新座4
カラーテレビ用基
板組立加工

、
高
　
　
卒 基板組立工（4）

㈲　た　か　は　し 十日町市高田町6
自動車用ホーン・ブザー・

チャイム・スイッチ製造
高　　卒

電子部品
　　　（6）
組立

㈲津南印刷商事 津南町下船渡 印　　刷　　業 高　　卒 製　　版（1）
ワープロ
　　　（1）
オペレーター

ファッションセンター都 十日町市高山2 婦人服製造業 高　　卒 裁断工（2） 縫製工（4）

㈱西脇商店十日町支店 十日町市本町2 絹織物・宝石類卸売業 高　　卒 出荷事務（1） 事　　務（2）

角　　　屋　　　㈱ 十日町市本町2 絹織物卸売業 高　　卒
事　　務（1）
営　　　業（1）

営業事務（2）

㈱十印十日町水産 十日町市高山3
生鮮魚介類・食品
類等卸売業

高　　卒
販　　売（5）

事　　務

㈱　ミ　ヤ　コ　ヤ 十日町市本町3
時計・メガネ・カ
メラ・宝飾小売業

高　　卒 販　　売（1）

㈱十日町市農協福祉会館 十日町市本町2
生活物資の販売お
よぴ飲食業

高　　卒 営　　業（5）

苗場　自　動車㈱ 津南町下船渡 自動車整備業 高　　卒 営　　業（1〉

中央歯科医院’ 十日町市本町4 歯科診療業 高　　卒 事　　務（1）

㈱フジミック新潟
十日町市高田町6
（同上・長岡・東京）

コンピューターソ
フトウェア開発

大学卒
専修卒

研　　究（4）
プログラマー
　　　（22）
システムエン旗ア

㈱　　　関　　　芳 十日町市山本町5 絹織物製造業 大学卒専修卒
事　　務（1）
営　　　業（1）

デザイン（2）

㈱テイーエムイー
十日一町市千歳町1
（同上・横浜）

半導体製造装置製造・

ソフトウェア開発・通

信機器開発

大学卒・短大

卒・専修卒

電子機器設
計・ソフト（5）

ウエア開発

十日町ソフト開発㈱
十日町市本町6－1
（同上・東京）

コンピューターソフトウェア

設計開発・機器販売・コ

ンピューター処理業務受託

大学卒
専修卒

プログラマー
　　　（1①
・痴ムエンジニア

㈱宮内測量設計事務所 十日町市明石町
（同上・小千谷）

土木・建築構造物の

計画調査設計積算

大学卒惰専

卒・専修卒

土木技師（5）

建築技師（1）

次のぺ一ジヘ続く



事　業　所　名 所　　在　　地
（　）は就業場所

生　産　晶　目
事　業　内　容

学
、 歴 職種および求人数

男 女 男女共用

大　沢　電　子　㈱ 十日町市塚田 磁気ヘッド加工組立
大学卒腐専

卒専修卒

設　　計（2）
設計加工（2）
事　　務（2）

㈱算法設計新潟営業所 十日町市本町2
（同上・東京）

情報処理業務・ソ

フトウェア開発
大学卒
短大卒

プログラマー
　　　（12）
システムエンジニア

紺　　　商　　　㈱ 十日町市本町1上
（同上・長岡）

繊維・紙・パルプ
用染料等卸売業

大学卒
専修卒

技術営業員（4）

試験室員（3）
経理事務（2）

㈱シー　アイ　シー 十日町市南新田町1 コンピューターソ
フト開発

大学卒
専修卒

プログラマー（1） プログラマー（5）

㈱　　　滝　　　泰 十日町市四日町4
（同上・東京） 絹織物製造業

大学卒・短大

卒専修卒

商品デザイン（1）

企画営業（1）
営業販売（1）

商品デザイン（11

プログラマー（1）

事務秘書（1）

商品デザイン（1）

営業事務管理（1）

販売営業（1）

㈱宇都宮製作所十日町工場 十日町市稲荷町2 金属加工機械製造業
大学卒・高専

卒専修卒
機械・電気
　　　（3）技術

辰　巳　建　設　㈱ 十日町市新座4 総合建設業 大学卒専修卒 設計管理（6〉

協立ハイパーツ㈱ 十日町市土市5
自動車用ワイヤー

ハーネスの製造 大学卒
技　　術（1）
事　　務（1）

協　和　建　設　㈱ 十日町市高田町5 総合建設業 大学卒専修卒 現場監督（2）

十日町市農業協同組合 十日町市高田町6 総　合　農　協
大学卒・短大

卒専修卒 事　　務（2） 事　　務（4）

ノ　リ　タ　光学㈱ 十日町市明石町
各種光学レンズの
製造 大学卒 技　　術（1）

㈱　　フ　　ジ　　タ 中里村田沢 総合建設業
大学卒・高専

卒専修卒 建築技術（3）

三和食晶工業㈱ 十日町市高田町6
農産食品製造・加
工販売業

大学卒
専修卒

食品研究
　　　（1）
開発 栄養士（1）

㈱田畑屋商店 十日町市本町2 絹織物卸売業 大学卒短大卒
営　　業（1） 経　一理（1） 賢

㈱スノーランド 津南町下船渡
コンピューターソフトウェ

ア開発・電気設備工事
短大卒
専修卒

プログラマー
シス弘エン灯（4）

㈱田村　自　動車 十日町市河内町
（同上・津南） 自動車販売整備 短大卒

専修卒
整備士（2）
営　　業（4）

㈱丸山工務所 十日町市稲葉 総合建設業 短大卒専修卒
土木技師（5）
建築技師（5）
土木測量士（1）

㈱　　美　　佐　　伝 十日町市四日町新田3 建築設備工事 短大卒専修卒
設計管理
　　　（2）事務

ガルレディース㈱津南工場 津南町下船渡
（同上・十日町） 婦人服製造業 高専卒 技　　術（1）

㈱　ビイ　ヴァス 十日町市昭和町1
（東　　　　京）

宝石・貴金属製造
卸売業 専修卒 デザイナー（1）

グリーンピア津南 津南町秋成
ホテル・スキー場・

レジャー施設の運営 専修卒
調　　理（3）
会　　計（1）

和久井税務会計事務所 十日町市本町6－1 財務・税務会計 専修卒 事　　務（1）

島　善　織　物　㈱ 十日町市諏訪町 絹織物製造業 専修卒
企画デザイン（2）

製造管理事務（1）

㈱　　　拓　●　越 十日町市本町7－2 管工事・給排水設備 専修卒
設計・積算
施行管理（2）

十日町織物工業協同組合

　給食センター 十日町市本町7－1 事業所給食 専修卒 栄養士（1）

－「 一「



L一、
一

上一、

市1役所ぱ盈57r3111で〒948チ歳町3一の，です

引き揚げ者の
　　　　皆さんへ

　　　税関では、終戦後の．混乱期に戦地

　　から引き揚げてきた皆さんが、当時

　　国内に持ち込むことができなくて税

　　関などに預けた通貨や証券などをお

　　返ししています。

　　　昭和28年から実施されているもの

　　で、心当たりの人は、お気軽に問い

　　合わせください。

　　■保管物件

　　　①終戦後、外地から引き揚げてこ

　　　られた人が、上陸地の税関・海運

　　　局に預けた通貨・証券など。

・　　②外地の集結地において、総領事

　　　館などに預けた証券などのうち、

　　　その後日本に返還されたもの。

　　■問い合わせ　新潟税関支署統括監

　　　視官部門（盈025－244－9314）へ。

Oテレビスポット●

「夏だ祭りだ
　　　国保健康家族』

　　　諏訪神社大祭が放映一
　新潟県国保連合会は、医療費の適

正化を図るため、県内市町村の祭り

の写真をバックに「夏だ祭りだ国保

健康家族」の30秒テレビスポットを

放映します。8月12日から18日まで

諏訪神社大祭が放映されますので、

ぜひご覧ください。

■放送局　新潟放送テレビ（BSN）

■放送時間　日曜日：13時54分　月

　曜日：15時　火曜日：20時　水曜

　日：11時40分　木曜日：11時45分

　金曜日：14時54分　土曜日：7時

　30分

　県では、

を積極的に進めています。広く県内の小学生・中学生および高校生からポスタ

ーを募集し、その製作過程を通して「健康にいがたクローバー運動」に対する

認識を深めてもらうため、ポスターを募集します。

■応募資格　県内の小学生・中学生および高校生

・応募方法　くテーマ〉小学生：①母乳で育てよう②塩分を減らそう③牛乳を

　飲もう④緑の野菜をたべよう⑤みんなで食事楽しい食卓⑥嫌いなものでも一

　口たべよう⑦朝ごはんをキチンとたべよう⑧せいいっぱい遊ぽうせいいっぱ

　い運動しよう⑨おふろに入って体をきれいに　中学生・高校生：①母乳で育

　てよう②塩分を減らそう③牛乳を飲もう④緑の野菜を食べよう⑤自分の健康

　を大切にしよう⑥やっていますか汗・涙・感動を呼ぷスポーツ⑦しています

　か健康で食べられることに感謝⑧選べますか毎日必要な食べ物を……この中

　から一つを選んでください。

　〈用紙・画材＞　画用紙四ツ切（38㌢×53享ン）とし、画材・色彩は自由。画

　用紙の裏面に、学校名・学年・氏名・年齢を記入すること。

■締め切り　9月10日（月）まで。　（当日消印があるものは有効）

■応募先　県環境保健部医務薬事課（〒950新潟市新光町4－1費025－285

　－5511）へ。

　　　　A

健康にいがたクローバー運動
　　　　　　ポス．夕一募集

rつくろう健康ゆたかな明日へ」をスローガンに県民の健康づくり

加入してますか！健康保険と厚生年金
一法人の事業所で働く人はすべて加入が義務づけられました一
　従来、健康保険およぴ厚生年金保険の適用については、5人以上の特定の業

種の嘉業所などで働く人に限られていました。昭和61年4月から適用範囲の拡

大が段階的に行われて、昭和63年4月からは、法人の事業所で働く人はすべて

健康保険およぴ厚生年金保険に加入することが義務づけられました。

　健康保険と厚生年金保険に加入することは、従業員一人ひとりが安心して働

ける職場をつくることにもなります。また、事業所としても優れた人材の確保

ができ、社会的信用も備わり、ますます発展にもつながります。あなたの職場

も加入しましょう。

■加入手続き　長岡社会保険事務所（〒940長岡市台町2智0258－36－5141）へ。

・国保加賭　一日人間ドックヘどうぞ
　の皆さんへ　　　　　　　　　　一9，300円で健康チェックができます一
　市では、国保に加入している40歳から50歳の皆さんに「一日人間ドック」を

すすめています。費用の7割を国保で助成しますので受けてみませんか。

■対象者　①40歳～50歳（昭和15年4月2日～26年4月1日までに生まれた人）

　　　　②申し込み日現在で、1年以上国保に加入し、保険料を完納している

　　　　人
■ところ　新漏県労働衛生医学協会（十日町病院前）

日申し込み／8月15日㈱までに保健衛生課国保係（盈内線140・141）へ。

　　　　　　　　　太鼓の音、ヤ

　　　グラを囲んで大きな輪で、

　盆踊りを楽しんでみませんか。

　　帰省中のお客さんとご一緒にお

　でかけください。

ロと　き　8月17日（金）・18日（土）

　　　　夜7時～10時

日ところ　立正佼成会ひろば

■踊　り　十日町小唄、深雪甚句、・

　　　　三階節
　　一お楽しみ抽選会一
■18日㈹は、すてきな景品が当たる

　お楽しみ抽選会があります。 太鼓に合わせて踊ってみませんか
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国営越後丘陵公園基本計画
　基本テーマ『天に学び、地に遊び、人と集う、越の里』

　長岡市に建設される国営越後丘陵

公園の基本計画がこのほど発表され

ましたので、お知らせします。建設

位置は長岡市のニュータウンと越路

町に接する所で、計画面積は400haで

す』完成時には、年間140万人、1日

最大21，000人の利用者が想定されて

います。公園は健康ゾーン、野生ゾ

ーン、文化ゾーンに分かれ、それぞ

れの特徴を生かした施設が設置され

ます。宰成3年度から健康ゾ＿ンの

工事に着手し、平成7年度には一部

開園の予定です。

【国営公園とは】　国営公園は、国

の設置する営造物公園として、都市

健康ソーンの完成予想図

公園のうちの大規模公園に位置づけ

られ、現在全国で14ヵ所が事業化、そ

のうち9ヵ所グ使用されています。

　国営越後丘陵公園は、北陸地方の

広域的レクリエーション需要に対応

するため全国で13番目の国営公園と

して設置されるものです。

市道は何メー一トル』§昂器鎧黎晶一

利雪実験施設公開終了

　7月27日から下水処理センターで

開催していました施設の公開（利雪

イベント）は、8月3日で終了しま

した。期間中約700人の方に見学をし

ていただきました。これからも通年

の雪利用の実現を目指し実験を続け

て行きます。利雪実験のご意見、ご

提案をお待ちしています。

■連絡先　克雪都市計画課克雪企画

係（奮内線271）へ。

　建設省では8月を「道路を守る月

間」とし、①道路環境の点検整備②

道路の正しい利用③道路愛護思想の

普及を目的とした運動を行っていま

す。また、8月10日を「道の日」と

し全国各地で様々なイベントが開催

されます。

年度 市道延長（m）改良率（％》 舗装率（％）

S．63 422，139 44．9 61．4

H．元 426，520 45．7 62．5

H．2 ？ 46．6 63．9

（4月1日現在）

■市道延長クイズ　平成2年4月1

　日現在の市道延長を当ててくださ

　い。正解者にはステキな景品があ

　ります。　（正解者がいない場合は、

正解に近い人若干名、申し込みは

市内に在住している人に限ります）

■申込方法　官製はがきに住所、氏

名、電話番号と答えを記入のうえ

　申し込んでください。

■締め切り　8月31日働必着。

臼申込先　市建設課監理係（〒948十

　日町市千歳町3丁目3番地智57－

3111内線262・263）へ。

諏訪まつり前夜祭仮装大会参加募集

U夕一ン登録制度
　ハローワーク十日町職安では、新

規学卒者の地元就職と、地元出身の

県外在住者のUターン就職に力を注

いでいます。Uターン登録をすると、

職業安定所から地元の求人の情報提

供や再就職の相談が受けられます。

　ご家族に地元でUタ7一ン就職を希

望される人がいる場合は、お盆の帰

省の機会にU夕一ン登録制度をご利

用ください。

層問い合わせハローワーク十日町

　公共職業安定所（智57－24Q7）ま

　たはUターン情報コーナー（商工

観光課内智内線234）へ。

■と　き　8月25日（土）午後7時30分

　～9時20分

■ところ　本町1～6丁目、駅通り

■集　合　午後6時40分にクロス10

駐車場

■参加基準　個人の部は2人まで、

　3人以上は団体の部になります。

　また、市の内外を問いません。

ロ表　彰　　【団体の部】優勝…十日

町共通商品券5万円分と賞品／2

位…十日町共通商品券3万円分と

賞品／3位…十日町共通商品券2

万円分と賞品【個人の部】優勝…

．十日町共通商品券3万円分と賞品

　／2位…十日町共通商品券2万円

分と賞品／3位…十日町共通商品

券1万円分と賞品【その他】参加

者全員に参加賞、その他特別賞、

　スポンサー賞などがあります。

・審査方法①着想3点②アピール

度3点③衣装3点④その他1点の

合計10点で審査を行います。

■参加申し込み　8月21日（幻までに、

観光協会（智57－3345）または商

工会議所（智57－5111）、商工観

光課（費内線234）へ。

中小商業活性化事業

　県は、中小商業の活性化のための

ソフト事業に対して助成をする目的

で、「新潟県中小商業活性化基金」

を創設しました。

・助成対象事業　①調査・計画策定

　事業（例：街並・景観等の整備計

　画策定）②事業設計・システム開

　発事業（例：駐車場案内システム

　開発事業）③実験的事業運営事業

　（例：商店街後継者養成研修事業）

■助成額　限度額は①調査・計画策

定事業400万円②事業設計・システ

ム開発事業600万円③実験的事業運

営事業600万円④イベント事業200

万円

ロ問い合わせ　商工観光課商工労政

係（盈内線231）

フルート・ピツコロとピアノのタベ

ピエール＆倫子・モンテイデュオ・リサ孝タル

■と　き　8月21日（幻午後7時開演　　■入場料　大入2，000円

■ところ　十日町市民会館ホール　　　　　　　　中学生以下1，000円

「「

中小企業設備近代化

　　資金受付終了
申し込みが予算枠に達したため、

7月27日で締め切りました。

一丁
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麻しん（はしか）の予防接種を受け付けます

　市では、十日町市・中魚沼郡医師

会の協力を得て、麻しん（はしか）

単独の予防接種を、市内11医療機関

で個別接種により行います。

　対象となる幼児の保護者で、希望
　　　　　　　　　　　　、
される人は申し込みください。

■接種対象者　①昭和63年4月2日

　～平成元年4月1日の間に生まれ

　た子②昭和59年11月1日～63年4

　月1日の間に生まれた子で未接種

　の子

■受けられない子①今までに、は

　しかにかかった子とはしかの予防

　接種を受けた子②接種前1年以内

　にひきつけ・けいれんを起こした

　ことのある子③鶏卵などにアレル

　ギーのある子

■受付期間　8月20日（月）～29日㈱の

午前8時30分～午後5時（土・日

曜日を除く）

ロ申込方法　保健衛生課窓口へ母子

健康手帳と印鑑を持参のうえ、申

込書に記入・提出してください。

　（電話での受け付けはしません）

■その他　10月実施予定のポリオ生

　ワタチン投与を受ける人は、申し

　込まないでください。

■問い合わせ　保健衛生課保健衛生

係（奮内線138・139）へ。

テニスコートヘどうぞ

　全天候型テニスコートが全面改装

されオープンしました。シャワー施

設も完備した林間テニスで快い汗を

流しませんか。

　キャンプ場やトリムコースもご利

用ください。

■テニスコート使用料　1面1時間

　800円

■申し込み　》森林公園総合案内施

　設（智52－5671〉》林福市管理組・

　合長宅（盈52－2220〉＞農林課林

　政農災係（奮内線335）へ。

夏のイベント『火まつり』

　塩之又森林公園管理組合と六箇地

区推進協議会では、森林公園夏のイ

ベント「火まつり」を企画しました。

　かがり火が焚かれた幻想的な雰囲

気の中で、市内の女性バンドによる

ロック＆ジャズのステージが繰り広

げられます。帰省中のお客さんとも

どもご家族そろって、夜の塩之又森

林公園へおでかけください。

■と　き　8月16日（木）午後6時～9

　時

ロところ　塩之又森林公園休養広場

■催し物　ロック＆ジャズコンサー

　ト（女性バンド2団体）夜店（チ

　ャンコ鍋、焼とり、焼そば、枝豆、

　ビール等飲物、花火など）

■入場料無　料
糎問い合わせ　林福市管理組合長宅

　（費52－5220）または農林課林政

　農災係へ。

夏休み短期水泳教室

■と　き　8時20日（月）～25日㈹午前

10時30分～正午

置対象者　幼児・小中学生（3歳～

14歳まで）

罎定　員　100人

■受講料　会員5，000円、一般6，000円

■申し込み　8月18日（土）までにスイ

　ミングスクール（智58－3343）へ。

花火遊びにこ注意
十日町地域消防本部予防課

　花火のシーズンとなりましたが、

事故の無いように次のことを守って

楽しい花火遊びをしてください。

◎花火を人や家に向けたり、燃えや

　すい物のある場所でやらない。

◎狭い路地や軒下での花火遊びはし

　ない。

◎風の強いときはやらない。

◎必ず水を用意し、大人と一緒に遊

　ぷ。

◎筒物花火は途中で火が消えても、

　絶対に筒の中をのぞかない。

◎花火の注意書きをよく読んで、正

　しく使う。

つ0健康づくりフェア

　保健衛生課

　今年の健康づくりフェアは9月28

日㈹から30日（日）まで開催します。そ

の中で、次により前夜祭記念講演会

を実施しますので多数の皆さんの参

加をお願いします。

■と　き　9月28日働午後7時

目ところ　市民会館大ホール

■講師牟田悌三氏（俳優）

ロ演題『人生って支えあいっこ』

市民プールからお願い

　8月13日（月）から、閉場時間が午後

7時から午後6時に変わります。

保護者の皆さんへ

　幼児・小学生は、高校生以上の保

護者同伴でないと入場できません。

　保護者は子どもの遊泳の際には十

分監視をして、事故やケガのないよ

うにお願いします。

8月　体育施設無料開放日は25日仕）です

■受付期間　8月13日（月）まで。 ■抽選日　（許可証交付〉8月15日㈱

嶺渉「みんなの手話』

　社会福祉協議会

　手話講習会の一環として、障害者一

の相談活動に携わり、手話講座の講

師として活躍している、山本先生を

講師に講演会を開きます。

■と　き　8月18日仕）午後7～9時

■ところ　クロス10・3階レセプシ

　ョンホール

■講　師　山本多賀子先生（世田谷

　区立総合福祉センター相談員）

■参加費　無料

フィリピン地震仁愛の手を

　災害救援にご協力ください　一

　フィリピンで発生した大地震は、．

多数の死者と甚大な被害を与えまし

た。

　日本赤十字社では、次のとおり義

援金による支援を呼びかけています

ので、ご協力をお願いします己

艦受付期限　8月31日働まで。

■受付品目　現金のみ。

■受付窓口　社会福祉事務所内日赤

　十日町地区（費内線134）
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囹夏の交通事故防止運動

　，7月21日～8月20日　　　交3由写全ぽ

　この時期は、お盆やお　叡魔がう…

祭りと行事が続き、また　　●ジ　ニ●
暑さから気力，ゆるみカ、ち轡　。！愚

になります。十分注意しましょう。

7月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

平成2年 19（100） 18（131） 1（2）
十日町市

平成元年 21（104） 27（115） O（5）

平成2年 9（44） 10（51） 0（0）川西町
津南町
中里村 平成元年 6（52） 7（60） 0（3）

平成2年 28（144） 28（182） 1（2）
計
平成元年 27（156） 34（175） 0（8）

鶏懲ひき逃げ事故発生
鱗7月21日仕）午後5時3。分ご

　　　　　ろ、稲荷町の市道で横断のた

め立ち止まっていた58歳の女性を20歳の

男性がはね、胸などに重傷を負わせて逃

げるという事故が発生しました。歩行者

には思いやりをもって運転しましょう。

　　断酒のつどい
　一一人ではやめられない酒を、仲間

で励まし合って断酒道に励んでいる

会です。お気軽においでください。

　希望の人は事前に申し込みくださ

い。

■と　き　8月24日樹午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

臼申し込み　十日町保健所（智57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（費内線138）へ予約ください。

心の健康相談
　ノイローゼ気味で眠れない。酒の

量が増え、まわりに迷惑をかけるな

どの悩みをお持ちの人は、お気軽に

おいでください。希望の人は事前に

申し込みください。

■と　き　8月28日（幻午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所　　噂

ロ担当医　江口医師（中条病院）

■申し込み　十日町保健所または保

健衛生課保健衛生係へ予約くださ

　いQ

　　　　　住民健康診査
　　　　　　　　　8月20日～9月14日分
◎対象者

　結核定期健康診断（胸部レントゲン撮影）……15歳以上の人。ただし、

　会社・学校などで健康診断を受けている人は除きます。

　肺がん検診（胸部レントゲン撮影）……40歳以上の人。ただし、会社な

　どで健康診断を受けている人は除きます。

　基本健康診査（検尿・血圧測定、血液検査など）……35歳以上の人。た

　だし）会社などで受けている人およぴ病院で慢性疾患の治療を受けて）、

　る人は原則として除きます。

　全員に血液検査を……肝機能、コレステロール、貧血検査を行います。

　循環器検査……血圧などに異状が疑われる人は、心電図、眼底検査を行

　います・（糖尿病検診は、今までどおり後日行います）

◎個人負担金

●結核健康診断・・…・無料　●基本健康診査・・…・600円　※ただし、生活保護

世帯●市民税非課税世帯の人および老人保健法による医療を受けて）、る

　人は無料です。

■問い合わせ　保健衛生課裸健衛生係（智内線138・139）へ。

月日（曜）

受付時間 対　　象　　地　　域 会　　場

8／20（月）
午前9：30～11：00 宇田ヶ沢、中条菅沼、山新田、小貫、東枯木又、西枯木又 飛渡第二小学校

午後1：00～3：30 嘉勝、轟木、焼野、魚之田川、池谷、入山、三ツ山、新水、蕨平、上田原
飛渡第一小学校

午前9：30～11：30 吉田山谷、小泉3

吉田集会所
8／21（幻

午後1：00～3：00 稲葉、小泉1・2　　　　　齢・

午前9：00～11＝30 新座1、南新田町1・2”｝3
　　　　　　　　　■　L醇　　　　　　　　　罎，

東小学校

8／22㈱

午後1：00～4：00 新座2・3、五軒新田毒

8／23㈲
午前9：00～11：30 新座4－1・4－2、三和町、尾崎

午後1：00～4：00 四日町β・3・4

午前9：00～11：30 四日町1、四日町新田1・2・3・4
8／24㈹

午後1：00～4：00 本町7－1・7－2、四日町中原

午前9：30～11：30 鉢1・2、中手 真田小学校8／28（刈

午後1：30～3：00 中平、名ヶ山 名ヶ山小学校

午前9：00～11：30 中条八幡、上原新町、上町、旭ケ丘

中条小学校

8／29㈱

午後1：00～4：00 中条旭町、中条島、中条新田

午前9：00～11：30 中町、背戸、下町、峠、梅沢
8／30因

午後1：00～4：00 太子堂、塚田、上原、北原、市之沢

午前9：00～11：30 本町1上・下・東・西、本町2・3・4・5

保健センター

8／31働

午後1：00～4：00 本町6－1・6－2・6－3、袋町中・東・西、栄町

9／3（月）
午前9：00～11：30 高田町1・2・3東、昭和町r2・3・4、旭町

午後1：00～4：00 丸山町、高田町3西・3南、駅通1）、西浦町西・東、泉町

9／4（刈
午前9：00～11：30 加賀糸屋町、関口樋口町、七軒町、稲荷町1・2・3本通り

午後1：00～4：00 稲荷町3東・3北・3南・4・西、西本町1・2

午前9：00～11：30 西寺町、千代田町、八幡田町、下川原町、宮下町西・東、神明町
9／5㈱

午後1：00～4：00 学校町1・2、田中町西・東・本通り、水野町

午前9ゴ00～11：30 諏訪町、上川町、川原町、若宮町
9／10（月）

午後1：00～4：00 田川町1・2・3、島
午前9：00～11：30 川治上町1・2、妻有町西1－2・東1、関根1・2、浅之平

9／11（幻

午後1：00～4：00 川治中町、川治内後、川治下町1・2・3、谷内丑1

9／12㈱
午前9：00～11：30 城之古1・2・3、東町、高山2

午後1：00～4：00 谷内丑2、北新田1・2・3

9／13㈲
午前9：00～11：30 高山3・4、錦町1・2、桜木町、塚原町

午後1：00～4：00 美雪町1－2・3、春日町1・2・3、千歳町

9／14働
午前9：00～11＝30 高田町4・5・6、山本町1・2・3

午後1：00～4：00 山本町4・5、河内町、寿町1・2－3・4
）　、←！T、　r14二口’．ふ　0　　口r、r一　［　口　　　　ー　ん。※次の日程は8月25日号でお知らせします。
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江戸時代の芸能教育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
う
て
ん
じ
ょ
う

　
最
近
、
寺
社
堂
宇
の
格
天
井
の
調

査
を
進
め
て
い
る
う
ち
に
、
江
戸
時

代
に
も
幼
少
の
う
ち
か
ら
芸
能
教
育

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
堀
之
内
町
上
稲
倉
に
あ
る
宝
蔵
寺

格
天
井
に
妻
有
の
人
た
ち
が
描
い
た

何
枚
か
の
絵
や
書
が
あ
る
か
ら
と
い

う
の
で
調
査
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
中
に
、
鷹
が
飛
ぶ
姿
を
生
き
生
き

と
描
い
た
一
枚
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
は
妻
有
四
日
町
永
国
筆
と
書
か

れ
て
お
り
、
絵
の
す
ば
ら
し
さ
に
加
え

て
雅
号
ま
で
も
っ
て
い
る
の
に
驚
き

ま
し
た
。
そ
の
中
に
岡
田
雲
洞
・
文

鳴
の
書
一
枚
と
絵
七
枚
も
あ
り
ま
す
。

文
政
二
年
と
い
え
ば
雲
洞
（
栄
蔵
）

十
八
歳
の
時
の
作
品
で
す
。
年
少
に

も
か
か
わ
ら
ず
二
つ
の
雅
号
を
持
っ

て
い
る
の
に
も
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
東
枯
木
又
の
地
蔵
堂
の
格
天
井
は

山
地
に
は
珍
し
く
絵
あ
り
書
あ
り
で

華
麗
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
山
水
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
一
つ
に
は
七
歳
の
乾
山
が
描
い
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
七
歳
の
童
子
が

書
い
た
も
の
に
し
て
は
形
が
整
っ
て

お
り
、
か
な
り
手
習
い
を
し
た
者
で

な
け
れ
ば
描
け
る
も
の
で
は
な
い
作

品
で
す
。
ま
た
同
じ
堂
の
中
に
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
ば
い
が
く

三
歳
愛
女
と
十
四
童
梅
堅
の
画
も
あ

り
ま
す
。
梅
叡
土
の
絵
は
梅
に
鴬
、
愛

　
　
　
よ
し
　
　
ざ
よ
う
ざ
よ
う
し

女
の
は
葭
に
行
々
子
（
よ
し
き
り
〉

が
止
っ
て
い
る
絵
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

梅
叡
土
は
岡
田
栄
蔵
（
雲
洞
・
文
鳴
）

の
二
男
で
す
か
ら
師
匠
は
父
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
愛
女
は
中
条
の

　
　
ら
さ
い

小
杉
薙
斎
の
孫
で
、
高
島
の
医
師
野

上
敬
斎
に
嫁
い
だ
人
で
す
。
そ
の
絵

の
濃
淡
は
勿
論
、
結
構
整
っ
て
い
る

し
筆
勢
も
並
々
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
い
師
匠
さ
ん
に
つ
い
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
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．
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東枯木又地蔵堂の格天井
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キ
ャ
リ
ヤ
コ
・
コ
ン
サ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
渡
し
役
に

　
　
　
　
　
　
　
た
か
　
　
こ

　
　
　
保
坂
貴
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
姿
二
・
23
歳
）

　
七
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
キ
ャ
リ

ヤ
コ
・
十
日
町
コ
ン
サ
ー
ト
の
橋
渡

し
を
し
て
く
れ
た
の
が
、
早
稲
田
大
学

に
在
学
中
の
保
坂
貴
子
さ
ん
で
す
。

，
保
坂
さ
ん
は
高
校
在
学
中
に
市
民

サ
ー
ク
ル
「
外
国
語
研
究
会
」
に
参

加
し
、
今
回
の
公
演
は
そ
の
時
の
つ

な
が
り
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
都
市
で
の
公
演
が
ほ
と
ん

ど
の
キ
ャ
リ
ヤ
コ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

「
ど
う
し
て
も
十
日
町
で
や
り
た
か

っ
．
た
。
十
日
町
と
い
う
小
さ
な
町
に

ケ
ニ
ヤ
の
音
楽
を
紹
介
し
、
市
民
レ

ベ
ル
の
国
際
交
流
の
き
っ
か
け
に
し

欝」．
灘

．
聯
簸
灘

　
難
醜
難
鐵

た
か
っ
た
」
と
語
り
ま
す
。

　
　
一
年
間
ア
メ
リ
カ
オ
ハ
イ
オ
州
に

留
学
、
そ
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
外

国
を
見
て
き
ま
し
た
。
国
際
人
の
条

件
は
外
国
語
が
話
せ
る
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
国
の
人
の
中
に
入
り
、
そ

の
国
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
，

　
将
来
は
、
自
分
の
経
験
を
生
徒
た

ち
に
話
し
、
授
業
の
中
で
日
本
が
ど

う
い
う
国
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

　
い
か
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
、
世

界
に
目
を
向
け
な
が
ら
教
師
を
目
指

し
て
い
る
保
坂
さ
ん
で
し
た
。

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
存
歯
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

O
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
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齢赫ちのi自然
　　　　　　　（理科センター）

：コシジシモツケソウ㊨

　　　　　、　　　　　　　　・雛蕪　　　　・㌧・i灘乙馳　　　　　　　　　．灘罷
　　　　ノてマン
　　　　　　　　　すえ

　山地の湿った崖や斜面によく

見られるバラ科の多年草です。

　茎は、高さ60～100cmほどまで

のびます。

　夏、枝分かれした茎の上部に

ピンクの小さい花がたくさん集

まって咲く様子がシモツケ（木）

の花に似ていることから付けら

れた名前です。

　山形県から富山県の日本海側

に見られる植物です。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

一
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つ
い
最
近
、
県
警
「
こ
し
か
ぜ
号
」
と

温
泉
探
査
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
続
け
て

搭
乗
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
皆
さ
ん

か
ら
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
広
報
担
当
の
一
得
。
短
い
時
間

で
し
た
が
上
空
か
ら
の
市
街
地
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
渇
水
時
期
と
は
い
え
あ
ら

た
め
て
信
濃
川
の
水
の
少
な
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。
宮
中
ま
で
は
満
々
と
水
を

た
た
え
て
い
ま
す
が
、
市
内
に
入
っ
て

か
ら
は
流
域
の
白
さ
と
緑
だ
け
が
目
立

ち
、
水
の
流
れ
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。

　
普
段
な
に
げ
な
し
に
洗
車
や
花
の
水

ま
き
に
使
う
水
道
水
。
都
会
で
は
水
不
足

で
節
水
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
信
濃
川
の

水
の
少
な
さ
を
見
る
に
つ
け
、
節
水
に
心

が
け
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。
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